
第３章 算数

第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨等

１ 教科目標

算数的活動を通して，数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け，日常の事象

について見通しをもち筋道を立てて考え，表現する能力を育てるとともに，算数的活動の楽しさや数理

的な処理のよさに気付き，進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる。

２ 評価の観点及びその趣旨

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

数理的な事象に関心を 日常の事象を数理的に 数量や図形についての 数量や図形についての豊

もつとともに，算数的 とらえ，見通しをもち 数学的な表現や処理に かな感覚をもち，それら

活動の楽しさや数理的 筋道立てて考え表現し かかわる技能を身に付 の意味や性質などについ

な処理のよさに気付 たり，そのことから考 けている。 て理解している。

き，進んで生活や学習 えを深めたりするな

に活用しようとする。 ど，数学的な考え方の

基礎を身に付けてい

る。

３ 内容のまとまり

算数科においては，学習指導要領の内容の「Ａ 数と計算」「Ｂ 量と測定」「Ｃ 図形」「Ｄ 数量

関係」を内容のまとまりとした。

第２ 内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

Ⅰ 第１学年

１ 学年目標

(1) 具体物を用いた活動などを通して，数についての感覚を豊かにする。数の意味や表し方について理

解できるようにするとともに，加法及び減法の意味について理解し，それらの計算の仕方を考え，用

いることができるようにする。

(2) 具体物を用いた活動などを通して，量とその測定についての理解の基礎となる経験を重ね，量の大

きさについての感覚を豊かにする。

(3) 具体物を用いた活動などを通して，図形についての理解の基礎となる経験を重ね，図形についての

感覚を豊かにする。

(4) 具体物を用いた活動などを通して，数量やその関係を言葉，数，式，図などに表したり読み取った

りすることができるようにする。

２ 第１学年の評価の観点の趣旨

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

数量や図形に親しみを 数量や図形についての 整数の計算をしたり， 数量や図形についての感

もち，それらについて 基礎的・基本的な知識 身の回りにある量の大 覚を豊かにするととも

様々な経験をもとうと 及び技能の習得や活用 きさを比較したり，図 に，整数の意味と表し方

する。 を通して，数理的な処 形を構成したり，数量 及び整数の計算の意味を

理に親しみ，考え表現 の関係などを表したり 理解し，量，図形及び数

したり工夫したりして 読み取ったりするなど 量の関係についての理解
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いる。 の技能を身に付けてい の基礎となる経験を豊か

る。 にしている。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

（１）「Ａ 数と計算」

【学習指導要領の内容】

(1) ものの個数を数えることなどの活動を通して，数の意味について理解し，数を用いることができ

るようにする。

ア ものとものとを対応させることによって，ものの個数を比べること。

イ 個数や順番を正しく数えたり表したりすること。

ウ 数の大小や順序を考えることによって，数の系列を作ったり，数直線の上に表したりすること。

エ 一つの数をほかの数の和や差としてみるなど，ほかの数と関係付けてみること。

オ ２位数の表し方について理解すること。

カ 簡単な場合について，３位数の表し方を知ること。

キ 数を十を単位としてみること。

(2) 加法及び減法の意味について理解し，それらを用いることができるようにする。

ア 加法及び減法が用いられる場合について知ること。

イ １位数と１位数との加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え，それらの計算が確実にできる

こと。

ウ 簡単な場合について，２位数などの加法及び減法の計算の仕方を考えること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

ア 具体物をまとめて数えたり等分したりし，それを整理して表す活動

イ 計算の意味や計算の仕方を，具体物を用いたり，言葉，数，式，図を用いたりして表す活動

〔用語・記号〕 一の位 十の位 ＋ － ＝

【「Ａ 数と計算」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

数の意味と加法及び減 数の意味や表し方，加 ものの個数や順番を数 数についての感覚を豊か

法の計算に親しみをも 法及び減法の計算など えたり，加法及び減法 にするとともに，整数の

ち，それらについて様 についての知識及び技 の計算をしたりするな 意味と表し方や，加法及

々な経験をもとうとし 能の習得や活用を通し どの技能を身に付けて び減法の意味について理

ている。 て，数理的な処理に親 いる。 解している。

しみ，考え表現したり

工夫したりしている。

【「Ａ 数と計算」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・具体物などのものの ・ものの個数を数えた ・ものとものとを対応 ・一つの数をほかの数の

個数を正しく数えた り比べたりすること させることによっ 和や差としてみるな

り表したりしようと を通して，数の読み て，ものの個数を比 ど，数の構成について

している。 方，表し方，大小や べることができる。 の豊かな感覚をもって

・ものの個数や順番を 順序について考えて ・ものの個数や順番を いる。

数を用いて表すこと いる。 正しく数えたり表し ・２位数の表し方につい

のよさに気付いてい ・10 のまとまりを作 たりすることができ て理解している。
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る。 って数えることを通 る。 ・簡単な場合について，

して，十を単位とし ・数の大小や順序を考 ３位数の表し方を知っ

た数の表し方を考え えることによって， ている。

ている。 数の系列を作った ・具体物をまとめて数え

り，数直線の上に表 たり等分したりするな

したりすることがで ど，数の大きさや構成

きる。 についての豊かな感覚

・一つの数をほかの数 をもっている。

の和や差としてみる

ことができる。

・数を十を単位として

みることができる。

・具体物を幾つかずつ

まとめて数えたり等

分したりすることが

できる。

・１位数と１位数との ・１位数と１位数との ・１位数と１位数との ・合併や増加，求残や求

加法及びその逆の減 加法及びその逆の減 加法及びその逆の減 差など，加法及び減法

法の計算の仕方を考 法の計算の仕方を考 法の計算が確実にで の意味について理解し

えようとしている。 えている。 きる。 ている。

・加法及び減法を用い ・簡単な場合につい

て身の回りの問題を て，２位数などの加

解決するなど，加法 法及び減法の計算の

及び減法を進んで用 仕方を考えている。

いようとしている。

（２）「Ｂ 量と測定」

【学習指導要領の内容】

(1) 大きさを比較するなどの活動を通して，量とその測定についての理解の基礎となる経験を豊かに

する。

ア 長さ，面積，体積を直接比べること。

イ 身の回りにあるものの大きさを単位として，その幾つ分かで大きさを比べること。

(2) 日常生活の中で時刻を読むことができるようにする。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

ウ 身の回りにあるものの長さ，面積，体積を直接比べたり，他のものを用いて比べたりする活動

【「Ｂ 量と測定」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

長さ，面積，体積，時 長さ，面積，体積を比 長さ，面積，体積を比 長さ，面積，体積の大き

刻に親しみをもち，そ 較したり，時刻を読ん 較したり，身の回りに さについての感覚を豊か

れらについて様々な経 だりすることを通し あるものの大きさの幾 にするとともに，それら

験をもとうとしてい て，数理的な処理に親 つ分かで表したり，日 の量とその測定について

る。 しみ，考え表現したり 常生活の中で時刻を読 の理解の基礎となる経験

工夫したりしている。 んだりするなどの技能 を豊かにし，また時刻に

を身に付けている。 ついて理解している。
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【「Ｂ 量と測定」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・長さ，面積，体積に ・長さ，面積，体積に ・ものの大きさを直接 ・長さ，面積，体積につ

関心をもち，大きさ ついて，媒介物を用 比べる方法や媒介物 いて，身の回りにある

を比較しようとして いて間接的に比べた を用いて間接的に比 ものの大きさを単位と

いる。 り，身の回りにある べる方法を用いて， して，その幾つ分かで

・媒介物を用いて大き ものの大きさを単位 長さ，面積，体積を 大きさが比べられるこ

さを比べることで， としてその幾つ分か 比べることができ とを理解している。

直接には比べられな で数値化して測定し る。 ・身の回りにあるものの

いものが比べられる たりするなど，比べ ・長さ，面積，体積に 長さ，面積，体積の大

ようになるというよ 方を考えている。 ついて，身の回りに 小をとらえるなど，量

さに気付いている。 あるものの大きさを の大きさについての豊

・身の回りにあるもの 単位としてその幾つ かな感覚をもってい

の大きさを単位とし 分かで数値化し，比 る。

てその幾つ分かで数 べることができる。

値化することで，大

きさの違いを明確に

することができるよ

さに気付いている。

・日常生活の中で進ん ・時計の長針，短針を ・時計の長針，短針を ・時計の長針，短針の役

で時刻を用いようと 見て，時刻の読み方 見て，時刻を読むこ 割について理解してい

している。 を考えている。 とができる。 る。

（３）「Ｃ 図形」

【学習指導要領の内容】

(1) 身の回りにあるものの形についての観察や構成などの活動を通して，図形についての理解の基礎

となる経験を豊かにする。

ア ものの形を認めたり，形の特徴をとらえたりすること。

イ 前後，左右，上下など方向や位置に関する言葉を正しく用いて，ものの位置を言い表すこと。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

エ 身の回りから，いろいろな形を見付けたり，具体物を用いて形を作ったり分解したりする活動

【「Ｃ 図形」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

身の回りにあるものの 身の回りにあるものの 形を作ったり，ものの ものの形についての感覚

形に親しみをもち，そ 形についての観察や構 位置を言い表したりす を豊かにするとともに，

れらについて様々な経 成などを通して，数理 るなどの技能を身に付 図形についての理解の基

験をもとうとしてい 的な処理に親しみ，考 けている。 礎となる経験を豊かにし

る。 え表現したり工夫した ている。

りしている。
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【「Ｃ 図形」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・身の回りにあるもの ・身の回りにあるもの ・積み木や箱，色板や ・身の回りにあるものの

の形について，観察 の形を比較して，も 棒などを用いて，い 形の特徴（平ら，丸い，

したり触れたり，構 のの色，大きさ，位 ろいろなものの形を かどがあるなど）や形

成したり分解したり 置や材質に関係な 作ることができる。 の機能的な特徴（ころ

しようとしている。 く，形を認め，形の がる，重ねられるなど）

・身の回りから，箱の 特徴をとらえてい をとらえるなど，図形

形や筒の形，ボール る。 についての豊かな感覚

の形をしたものを見 ・立体の面の形に着目 をもっている。

付けようとしてい して，まる，さんか ・身の回りにあるものの

る。 く，しかくなどを見 形について，観察した

・積み木や箱，色板や いだしている。 り，構成したり，分解

棒などを用いて，い ・色板などをずらした したりする活動を通し

ろいろなものの形を り回したり裏返した て，図形についての理

作ろうとしている。 りして，いろいろな 解の基礎となる経験を

形を構成したり分解 豊かにしている。

したりすることを考

えている。

・二つのものの位置関 ・ものの位置を言葉で ・前後，左右，上下な ・前後，左右，上下など

係を表すのに，前後， 表す方法を考えてい ど方向や位置に関す の言葉の意味について

左右，上下などの言 る。 る言葉を正しく用い 理解している。

葉を用いようとして て，ものの位置を言

いる。 い表すことができ

る。

（４）「Ｄ 数量関係」

【学習指導要領の内容】

(1) 加法及び減法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすることができるようにする。

(2) ものの個数を絵や図などを用いて表したり読み取ったりすることができるようにする。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

オ 数量についての具体的な場面を式に表したり，式を具体的な場面に結び付けたりする活動

【「Ｄ 数量関係」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

式に表すことやものの 場面を式に表したり式 場面を式に表したり式 数量の関係についての理

個数を表すことに親し を読み取ったりするこ を読み取ったりするこ 解の基礎となる経験を豊

みをもち，それらにつ とやものの個数を絵や とやものの個数を絵や かにしている。

いて様々な経験をもと 図などを用いて表した 図などを用いて表した

うとしている。 り読み取ったりするこ り読み取ったりするな

とを通して，数理的な どの技能を身に付けて

処理に親しみ，考え表 いる。

現したり工夫したりし

ている。
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【「Ｄ 数量関係」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・加法及び減法の式に ・加法及び減法が用い ・加法及び減法が用い ・式に表したり，式を読

表したり，式を読み られる場面を，具体 られる場面を式に表 み取ったりすることを

取ったりすることに 物や図などを用いて したり，式を読み取 通して，加法及び減法

親しみをもってい 考え，式に表してい ったりすることがで が用いられる場面の数

る。 る。 きる。 量の関係について理解

・加法及び減法の式 している。

を，具体的な場面に

結び付けてとらえて

いる。

・ものの個数を絵や図 ・同じ種類の絵や図な ・ものの個数を絵や図 ・ものの個数を絵や図を

などを用いて表した どを集め，個数の大 などを用いて表した 用いて整理して表す

り読み取ったりする 小が分かりやすくな り読み取ったりする と，個数の大小が分か

ことに親しみをもっ るような表し方を考 ことができる。 りやすくなることを理

ている。 えている。 解している。
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Ⅱ 第２学年

１ 学年目標

(1) 具体物を用いた活動などを通して，数についての感覚を豊かにする。数の意味や表し方についての

理解を深めるとともに，加法及び減法についての理解を深め，用いることができるようにする。また，

乗法の意味について理解し，その計算の仕方を考え，用いることができるようにする。

(2) 具体物を用いた活動などを通して，長さや体積などの単位と測定について理解できるようにし，量

の大きさについての感覚を豊かにする。

(3) 具体物を用いた活動などを通して，三角形や四角形などの図形について理解できるようにし，図形

についての感覚を豊かにする。

(4) 具体物を用いた活動などを通して，数量やその関係を言葉，数，式，図，表，グラフなどに表した

り読み取ったりすることができるようにする。

２ 第２学年の評価の観点の趣旨

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

数量や図形に親しみを 数量や図形についての 整数の計算をしたり， 数量や図形についての感

もち，それらについて 基礎的・基本的な知識 長さや体積などを測定 覚を豊かにするととも

様々な経験をもとうと 及び技能の習得や活用 したり，図形を構成し に，整数の意味と表し方，

するとともに，知識や を通して，数理的な処 たり，数量の関係など 整数の計算の意味，長さ

技能などを進んで用い 理に親しみ，考え表現 を表したり読み取った や体積などの単位と測定

ようとする。 したり工夫したりして りするなどの技能を身 の意味，図形の意味及び

いる。 に付けている。 数量の関係などについて

理解している。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

（１）「Ａ 数と計算」

【学習指導要領の内容】

(1) 数の意味や表し方について理解し，数を用いる能力を伸ばす。

ア 同じ大きさの集まりにまとめて数えたり，分類して数えたりすること。

イ ４位数までについて，十進位取り記数法による数の表し方及び数の大小や順序について理解す

ること。

ウ 数を十や百を単位としてみるなど，数の相対的な大きさについて理解すること。

エ 一つの数をほかの数の積としてみるなど，ほかの数と関係付けてみること。

オ ， など簡単な分数について知ること。１｜２
１｜４

(2) 加法及び減法についての理解を深め，それらを用いる能力を伸ばす。

ア ２位数の加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え，それらの計算が１位数などについての基

本的な計算を基にしてできることを理解し，それらの計算が確実にできること。また，それらの

筆算の仕方について理解すること。

イ 簡単な場合について，３位数などの加法及び減法の計算の仕方を考えること。

ウ 加法及び減法に関して成り立つ性質を調べ，それを計算の仕方を考えたり計算の確かめをした

りすることに生かすこと。

(3) 乗法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。

ア 乗法が用いられる場合について知ること。

イ 乗法に関して成り立つ簡単な性質を調べ，それを乗法九九を構成したり計算の確かめをしたり

することに生かすこと。

ウ 乗法九九について知り，１位数と１位数との乗法の計算が確実にできること。

エ 簡単な場合について，２位数と１位数との乗法の計算の仕方を考えること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。
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ア 身の回りから，整数が使われている場面を見付ける活動

イ 乗法九九の表を構成したり観察したりして，計算の性質やきまりを見付ける活動

〔用語・記号〕 × ＞ ＜

【「Ａ 数と計算」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

数の意味や表し方，加 数の意味や表し方，加 数を用いる能力を伸ば 数についての感覚を豊か

法，減法，乗法の計算 法，減法，乗法の計算 すとともに，整数の加 にするとともに，整数の

に親しみをもち，それ などについての知識及 法，減法，乗法の計算 意味と表し方，整数の加

らについて様々な経験 び技能の習得や活用を をするなどの技能を身 法及び減法の計算の仕

をもとうとするととも 通して，数理的な処理 に付けている。 方，乗法の意味について

に，知識や技能などを に親しみ，考え表現し 理解している。

進んで用いようとして たり工夫したりしてい

いる。 る。

【「Ａ 数と計算」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・身の回りのものの個 ・ものの個数を実際に ・ものの個数を，２ず ・４位数までについて，

数を10や100のまと 数え，図に表すなど つ,５ずつ,10 ずつま 十進位取り記数法によ

まりにして数えた して，十進位取り記 とめて数えたり，分 る数の表し方及び数の

り，数えたものを数 数法の仕組みによる 類して数えたりする 大小や順序について理

字を使って書いたり 数の表し方を考えて ことができる。 解している。

読んだりしようとし いる。 ・４位数までの数につ ・数を十や百を単位とし

ている。 ・数の相対的な大きさ いて，書いたり読ん てみるなど，数の相対

・身の回りから，整数 をとらえたり，一つ だりすることができ 的な大きさについて理

が使われている場面 の数をほかの数の積 る。 解している。

を見付けようとして としてみたりするな ・一つの数をほかの数 ・数の相対的な大きさを

いる。 ど，数を多面的にと の積としてみること とらえたり，一つの数

らえている。 ができる。 をほかの数の積として

・二つの数の大小関係 みたりするなど，数に

を「＞」，「＜」を用 ついての豊かな感覚を

いて表すことができ もっている。

る。 ・ ， など簡単な分数１｜２
１｜４

について知っている。

・２位数の加法及びそ ・２位数の加法及びそ ・２位数の加法及びそ ・２位数の加法及びその

の逆の減法の計算の の逆の減法の計算の の逆の減法の計算が 逆の減法の計算が１位

仕方を考えようとし 仕方を考えている。 確実にできる。 数などについての基本

ている。 ・簡単な場合につい 的な計算を基にしてで

・加法及び減法の計算 て，３位数などの加 きることを理解してい

を生活や学習に活用 法及び減法の計算の る。

しようとしている。 仕方を考えている。 ・２位数の加法及びその

逆の減法の筆算の仕方

・加法及び減法に関し について理解してい

て成り立つ性質を調 る。

べ，それを計算の仕

方を考えたり計算の

確かめをしたりする
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ことに生かしてい

る。

・累加の簡潔な表現と ・乗法に関して成り立 ・１位数と１位数との ・乗法は，一つ分の大き

しての乗法のよさに つ簡単な性質を調 乗法の計算が確実に さが決まっているとき

気付き，ものを数え べ，それを乗法九九 できる。 に，その幾つ分かに当

るときに乗法を用い を構成したり計算の たる大きさを求める場

ようとしている。 確かめをしたりする 合に用いられるなど，

・進んで乗法九九を構 ことに生かしてい 乗法の意味について理

成しようしている。 る。 解している。

・乗法について成り立 ・簡単な場合につい ・乗法は累加で答えを求

つ性質やきまりを進 て，２位数と１位数 めることができること

んで見付けようとし との乗法の計算の仕 を理解している。

ている。 方を考えている。 ・乗法九九について知っ

ている。

（２）「Ｂ 量と測定」

【学習指導要領の内容】

(1) 長さについて単位と測定の意味を理解し，長さの測定ができるようにする。

ア 長さの単位（ミリメートル（mm），センチメートル（cm），メートル（m））について知るこ

と。

(2) 体積について単位と測定の意味を理解し，体積の測定ができるようにする。

ア 体積の単位（ミリリットル（ml），デシリットル（dl），リットル（l））について知ること。

(3) 時間について理解し，それを用いることができるようにする。

ア 日，時，分について知り，それらの関係を理解すること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

ウ 身の回りにあるものの長さや体積について，およその見当を付けたり，単位を用いて測定した

りする活動

〔用語・記号〕 単位

【「Ｂ 量と測定」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

長さ，体積，時間に親 長さ，体積を測定した 長さや体積を測定した 長さや体積の大きさにつ

しみをもち，それらに り，時間を用いたりす り，時間を用いたりす いての感覚を豊かにする

ついて様々な経験をも ることを通して，数理 るなどの技能を身に付 とともに，長さや体積の

とうとするとともに， 的な処理に親しみ，考 けている。 単位と測定の意味，時間

知識や技能などを進ん え表現したり工夫した について理解している。

で用いようとしてい りしている。

る。

【「Ｂ 量と測定」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・生活で用いられる長 ・普遍単位の必要性に ・長さの単位（mm， ・長さの単位(mm，cm，

さに関心をもち，身 気付き，長さの表し cm，m）を用いて， m)と測定の意味につ

の回りの長さを測定 方を考えている。 身の回りの具体物の いて理解している。
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しようとしている。 長さを測定すること ・ものさしの目盛りの仕

ができる。 組みについて理解して

・測定するものに応じ いる。

て，適切な長さの単 ・１ m がどのくらいの

位を選ぶことができ 長さであるかを，身の

る。 回りにあるものの大き

さを基にしてとらえる

など，長さの大きさに

ついての豊かな感覚を

もっている。

・生活で用いられる体 ・普遍単位の必要性に ・体積の単位(ml，dl， ・体積の単位(ml，dl，l)
積に関心をもち，身 気付き，体積の表し l)を用いて，身の回 と測定の意味について

の回りの体積を測定 方を考えている。 りの具体物の体積を 理解している。

しようとしている。 測定することができ ・１ l がどのくらいの体

る。 積であるかを，身の回

・測定するものに応じ りにあるものの大きさ

て，適切な体積の単 を基にしてとらえるな

位を選ぶことができ ど，体積の大きさにつ

る。 いての豊かな感覚をも

っている。

・日常生活の中で必要 ・必要な時間の求め方 ・日，時，分を用いる ・時間の単位（日，時，

な時間を求めようと を考えている。 ことができる。 分）について知り，そ

している。 れらの関係を理解して

いる。

（３）「Ｃ 図形」

【学習指導要領の内容】

(1) ものの形についての観察や構成などの活動を通して，図形を構成する要素に着目し，図形につい

て理解できるようにする。

ア 三角形，四角形について知ること。

イ 正方形，長方形，直角三角形について知ること。

ウ 箱の形をしたものについて知ること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

エ 正方形，長方形，直角三角形をかいたり，作ったり，それらで平面を敷き詰めたりする活動

〔用語・記号〕 直線 直角 頂点 辺 面

【「Ｃ 図形」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

三角形，四角形，正方 三角形，四角形，正方 三角形，四角形，正方 三角形，四角形，正方形，

形，長方形，直角三角 形，長方形，直角三角 形，長方形，直角三角 長方形，直角三角形，箱

形，箱の形に親しみを 形，箱の形についての 形，箱の形を構成する の形についての感覚を豊

もち，それらについて 観察や構成などを通し などの技能を身に付け かにするとともに，それ

様々な経験をもとうと て，数理的な処理に親 ている。 らの意味について理解し

するとともに，知識や しみ，考え表現したり ている。

技能などを進んで用い 工夫したりしている。

ようとしている。
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【「Ｃ 図形」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・身の回りから，三角 ・直線で囲まれた図形 ・紙を折ったり切った ・三角形や四角形の意味

形や四角形を見付け （三角形や四角形） りして三角形や四角 について理解してい

ようとしている。 について，その違い 形を作ったり，三角 る。

に気付き分類し，分 形や四角形を作図し ・いろいろな三角形や四

類した図形の特徴を たりすることができ 角形を見付けたり，そ

見いだしている。 る。 の特徴をとらえたりす

るなど，図形について

の豊かな感覚をもって

いる。

・身の回りから，直角 ・四角形（正方形や長 ・紙を折って直角を作 ・直角の意味について理

や正方形，長方形， 方形など）について， ることができる。 解している。

直角三角形を見付け その違いに気付き分 ・格子状に並んだ点な ・正方形，長方形，直角

ようとしている。 類し，分類した四角 どを用いて，正方形， 三角形の意味について

・正方形，長方形，直 形の特徴を見いだし 長方形，直角三角形 理解している。

角三角形で平面を敷 ている。 を作図したり，紙を ・正方形，長方形，直角

き詰める活動を楽し 折って，正方形，長 三角形で平面を敷き詰

み，できる模様の美 方形や直角三角形を めて，敷き詰めた図形

しさや平面の広がり 作ったりすることが の中にいろいろな形を

に気付いている。 できる。 認めたり，できる模様

の美しさを感じるな

ど，図形についての豊

かな感覚をもってい

る。

・身の回りから，箱の ・箱の形について，そ ・正方形や長方形を組 ・箱の形をしたものにつ

形をしたものを見付 の違いに気付き分類 み合わせたり，ひご いて理解している。

けようとしている。 し，分類した箱の形 などを用いたりし

・正方形や長方形を組 の特徴を見いだして て，箱の形を構成す

み合わせるなどし いる。 ることができる。

て，箱の形を構成し

ようとしている。

（４）「Ｄ 数量関係」

【学習指導要領の内容】

(1) 加法と減法の相互関係について理解し，式を用いて説明できるようにする。

(2) 乗法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすることができるようにする。

(3) 身の回りにある数量を分類整理し，簡単な表やグラフを用いて表したり読み取ったりすることが

できるようにする。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

オ 加法と減法の相互関係を図や式に表し，説明する活動

【「Ｄ 数量関係」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

加法と減法の相互関 加法と減法の相互関係 場面を式に表したり式 加法と減法の相互関係や

係，式に表すこと，簡 や，場面を式に表した を読み取ったり，数量 簡単な表やグラフについ
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単な表やグラフに親し り式を読み取ったりす を分類整理し簡単な表 て理解している。

みをもち，それらにつ ることや，数量を分類 やグラフを用いて表し

いて様々な経験をもと 整理し簡単な表やグラ たりするなどの技能を

うとするとともに，知 フを用いて表したりす 身に付けている。

識や技能などを進んで ることなどを通して，

用いようとしている。 数理的な処理に親し

み，考え表現したり工

夫したりしている。

【「Ｄ 数量関係」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・加法と減法の相互関 ・加法と減法の相互関 ・加法と減法の相互関 ・加法と減法は互いに逆

係に関心をもち，加 係について，式を用 係を用いて，加法の の関係になっているな

法と減法の場面を式 いて説明すること 式を減法の式に直し ど，加法と減法の相互

に表そうとしてい を，図を基に考えて たり，減法の式を加 関係について理解して

る。 いる。 法の式に直したりす いる。

ることができる。

・乗法の式に表した ・乗法が用いられる場 ・乗法が用いられる場 ・式に表したり，式を読

り，式を読み取った 面を，具体物や図な 面を式に表したり， み取ったりすることを

りすることに関心を どを用いて考え，式 式を読み取ったりす 通して，乗法が用いら

もち，いろいろな場 に表している。 ることができる。 れる場面の数量の関係

面を式に表そうとし ・乗法の式を，具体的 について理解してい

ている。 な場面に結び付けて る。

とらえている。

・簡単な表やグラフを ・数量を分類整理する ・身の回りにある数量 ・簡単な表やグラフを用

用いて表すと，それ 方法や，簡単な表や を分類整理し，簡単 いて表したり，読み取

ぞれの大きさが比べ グラフを用いて表す な表やグラフを用い ったりする仕方につい

やすくなるというよ 方法を考えている。 て表したり読み取っ て理解している。

さに気付いている。 たりすることができ

る。
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Ⅲ 第３学年

１ 学年目標

(1) 加法及び減法を適切に用いることができるようにするとともに，乗法についての理解を深め，適切

に用いることができるようにする。また，除法の意味について理解し，その計算の仕方を考え，用い

ることができるようにする。さらに，小数及び分数の意味や表し方について理解できるようにする。

(2) 長さ，重さ及び時間の単位と測定について理解できるようにする。

(3) 図形を構成する要素に着目して，二等辺三角形や正三角形などの図形について理解できるようにす

る。

(4) 数量やその関係を言葉，数，式，図，表，グラフなどに表したり読み取ったりすることができるよ

うにする。

２ 第３学年の評価の観点の趣旨

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

数理的な事象に関心を 数量や図形についての 整数などの計算をした 数量や図形についての感

もつとともに，知識や 基礎的・基本的な知識 り，長さや重さなどを 覚を豊かにするととも

技能などの有用さ及び 及び技能の習得や活用 測定したり，図形を構 に，整数，小数及び分数

数量や図形の性質や関 を通して，日常の事象 成要素に着目して構成 の意味と表し方，計算の

係を調べたり筋道を立 について見通しをもち したり，数量の関係な 意味，長さや重さなどの

てて考えたりすること 筋道を立てて考え表現 どを表したり読み取っ 単位と測定の意味，図形

のよさに気付き，進ん したり，そのことから たりするなどの技能を の意味及び数量の関係な

で生活や学習に活用し 考えを深めたりするな 身に付けている。 どについて理解してい

ようとする。 ど，数学的な考え方の る。

基礎を身に付けてい

る。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

（１）「Ａ 数と計算」

【学習指導要領の内容】

(1) 整数の表し方についての理解を深め，数を用いる能力を伸ばす。

ア 万の単位について知ること。

イ 10倍，100倍， の大きさの数及びその表し方について知ること。
１
｜10

ウ 数の相対的な大きさについての理解を深めること。

(2) 加法及び減法の計算が確実にできるようにし，それらを適切に用いる能力を伸ばす。

ア ３位数や４位数の加法及び減法の計算の仕方を考え，それらの計算が２位数などについての基

本的な計算を基にしてできることを理解すること。また，それらの筆算の仕方について理解する

こと。

イ 加法及び減法の計算が確実にでき，それらを適切に用いること。

ウ 加法及び減法に関して成り立つ性質を調べ，それを計算の仕方を考えたり計算の確かめをした

りすることに生かすこと。

(3) 乗法についての理解を深め，その計算が確実にできるようにし，それを適切に用いる能力を伸ば

す。

ア ２位数や３位数に１位数や２位数をかける乗法の計算の仕方を考え，それらの計算が乗法九九

などの基本的な計算を基にしてできることを理解すること。また，その筆算の仕方について理解

すること。

イ 乗法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。

ウ 乗法に関して成り立つ性質を調べ，それを計算の仕方を考えたり計算の確かめをしたりするこ

とに生かすこと。

(4) 除法の意味について理解し，それを用いることができるようにする。

ア 除法が用いられる場合について知ること。また，余りについて知ること。
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イ 除法と乗法や減法との関係について理解すること。

ウ 除数と商が共に１位数である除法の計算が確実にできること。

エ 簡単な場合について，除数が１位数で商が２位数の除法の計算の仕方を考えること。

(5) 小数の意味や表し方について理解できるようにする。

ア 端数部分の大きさを表すのに小数を用いること。また，小数の表し方及び1/10の位について知

ること。

イ の位までの小数の加法及び減法の意味について理解し，計算の仕方を考え，それらの計算が
１
｜10

できること。

(6) 分数の意味や表し方について理解できるようにする。

ア 等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表すのに分数を用いること。また，分数の

表し方について知ること。

イ 分数は，単位分数の幾つ分かで表せることを知ること。

ウ 簡単な場合について，分数の加法及び減法の意味について理解し，計算の仕方を考えること。

(7) そろばんによる数の表し方について知り，そろばんを用いて簡単な加法及び減法の計算ができる

ようにする。

ア そろばんによる数の表し方について知ること。

イ 加法及び減法の計算の仕方について知ること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

ア 整数，小数及び分数についての計算の意味や計算の仕方を，具体物を用いたり，言葉，数，式，

図を用いたりして考え，説明する活動

イ 小数や分数を具体物，図，数直線を用いて表し，大きさを比べる活動

〔用語・記号〕 等号 不等号 小数点 の位 数直線 分母 分子 ÷
１
｜10

【「Ａ 数と計算」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

整数，小数，分数の意 整数，小数，分数の意 整数を表したり，端数 整数，小数，分数につい

味や表し方，整数の四 味や表し方，整数の四 部分の大きさなどを小 ての感覚を豊かにすると

則計算にかかわる性質 則計算などについての 数や分数で表したり， ともに，整数の表し方に

や関係を調べたり筋道 知識及び技能の習得や 整数の四則計算や，小 ついての理解を深め，整

を立てて考えたりする 活用を通して，日常の 数及び分数の加法及び 数の四則計算の意味，小

ことの楽しさやよさに 事象について見通しを 減法の計算をしたりす 数や分数の意味と表し

気付き，進んで生活や もち筋道を立てて考え るなどの技能を身に付 方，小数の加法及び減法

学習に活用しようとし 表現したり，そのこと けている。 の意味について理解して

ている。 から考えを深めたりし いる。

ている。

【「Ａ 数と計算」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・十進位取り記数法の ・一つの数と，その10 ・万の単位を用いて数 ・万の単位について理解

有用さに気付き，１ 倍，100倍， の大 を表したり，読んだ している。
１
｜10

万より大きな数を表 きさの数との関係を だりすることができ ・10倍，100倍， の大
１｜10

そうとしている。 調べ，それぞれの数 る。 きさの数及びその表し

字の並び方は変わら ・一つの数を10倍,100 方について理解してい

ないことを見いだし 倍， にした大きさ る。
１
｜10

ている。 を表すことができ ・数の多面的な見方や相

・数の相対的な大きさ る。 対的な大きさについて
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の見方を活用して， 理解し，身の回りにあ

計算の仕方を考えて る数の大きさについて

いる。 具体的にとらえるな

ど，数についての豊か

な感覚をもっている。

・３位数や４位数の加 ・３位数や４位数の加 ・３位数や４位数の加 ・３位数や４位数の加法

法及び減法の計算の 法及び減法の計算の 法及び減法の計算が 及び減法の計算が２位

仕方を考えたり，計 仕方を考えている。 確実にできる。 数などについての基本

算を活用したりする ・加法及び減法に関し ・２位数と２位数との 的な計算を基にしてで

ことの楽しさやよさ て成り立つ性質を調 加法及びその逆の減 きることを理解してい

に気付いている。 べ，それを計算の仕 法の答えを暗算で求 る。

方を考えたり計算の めることができる。 ・３位数や４位数の加法

確かめをしたりする 及び減法の筆算の仕方

ことに生かしてい について理解してい

る。 る。

・２位数や３位数に１ ・２位数や３位数に１ ・２位数や３位数に１ ・２位数や３位数に１位

位数や２位数をかけ 位数や２位数をかけ 位数や２位数をかけ 数や２位数をかける乗

る乗法の計算の仕方 る乗法の計算の仕方 る乗法の計算が確実 法の計算が乗法九九な

を考えたり，計算を を考えている。 にできる。 どの基本的な計算を基

活用したりすること ・乗法に関して成り立 ・２位数と１位数との にしてできることを理

の楽しさやよさに気 つ性質を調べ，それ 乗法の答えを暗算で 解している。

付いている。 を計算の仕方を考え 求めることができ ・２位数や３位数に１位

たり計算の確かめを る。 数や２位数をかける乗

したりすることに生 法の筆算の仕方につい

かしている。 て理解している。

・除法の意味や計算の ・簡単な場合につい ・除数と商が共に１位 ・包含除や等分除など，

仕方を，乗法や減法 て，除数が１位数で 数である除法の計算 整数の除法の意味につ

と関連付けて考えよ 商が２位数の除法の が確実にできる。 いて理解している。

うとしている。 計算の仕方を考えて ・除法と乗法や減法との

いる。 関係について理解して

いる。

・除法の余りの意味や余

りは除数よりも小さい

ことを理解している。

・小数を用いると整数 ・端数部分の大きさを ・端数部分の大きさを ・小数が用いられる場合

で表せない端数部分 表すとき，整数の十 小数を用いて表すこ や小数の表し方， の
１
｜10

の大きさを表すこと 進位取り記数法の考 とができる。 位について知り，小数

ができるなどのよさ えを基に，１を十等 の意味について理解し

に気付き，進んで生 分して新たな単位 ている。

活や学習に活用しよ (0.1)をつくり，そ ・小数の構成や小数の大

うとしている。 の大きさの幾つ分か きさなどについての豊

で表すなど，拡張し かな感覚をもってい

て考えている。 る。

・ の位までの小数の ・ の位までの小数の ・ の位までの小数の ・ の位までの小数の加
１
｜

１｜ １
｜

１
｜10 10 10 10

加法及び減法の計算 加法及び減法の計算 加法及び減法の計算 法及び減法の意味につ

の仕方を考えようと の仕方を考えてい ができる。 いて理解している。

している。 る。

・分数を用いると整数 ・等分してできる部分 ・等分してできる部分 ・分数が用いられる場合

で表せない等分して の大きさや端数部分 の大きさや端数部分 や分数の表し方につい

できる部分の大きさ の大きさを表すと の大きさを分数を用 て知り，分数の意味に
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や端数部分の大きさ き，単位分数の幾つ いて表すことができ ついて理解している。

を表すことができる 分かで表すことを考 る。 ・分数は，単位分数の幾

などのよさに気付 えている。 つ分かで表せることを

き，進んで生活や学 ・簡単な場合につい 理解している。

習に活用しようとし て，分数の加法及び ・分数の構成や分数の大

ている。 減法の計算の仕方を きさなどについての豊

考えている。 かな感覚をもってい

る。

・簡単な場合について，

分数の加法及び減法の

意味を理解している。

・そろばんによって， ・そろばんによる加法 ・そろばんを用いて数 ・そろばんによる数の表

数を表したり，計算 及び減法の計算の仕 を表したり，簡単な し方について理解して

したりすることがで 方を考えている。 加法及び減法の計算 いる。

きることに気付いて をしたりすることが ・そろばんによる加法及

いる。 できる。 び減法の計算の仕方に

ついて理解している。

（２）「Ｂ 量と測定」

【学習指導要領の内容】

(1) 長さについての理解を深めるとともに，重さについて単位と測定の意味を理解し，重さの測定が

できるようにする。

ア 長さの単位（キロメートル（km））について知ること。

イ 重さの単位（グラム（g），キログラム（kg））について知ること。

(2) 長さや重さについて，およその見当を付けたり，目的に応じて単位や計器を適切に選んで測定し

たりできるようにする。

(3) 時間について理解できるようにする。

ア 秒について知ること。

イ 日常生活の中で必要となる時刻や時間を求めること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

ウ 長さ，体積，重さのそれぞれについて単位の関係を調べる活動

【「Ｂ 量と測定」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

長さ，重さ，時間につ 長さ，重さを測定した 長さ，重さの測定をし 長さ，重さ，時間の大き

いて調べたり筋道を立 り，時間を求めたりす たり，必要な時間を求 さについての感覚を豊か

てて考えたりすること ることを通して，日常 めたりするなどの技能 にするとともに，長さ，

の楽しさやよさに気付 の事象について見通し を身に付けている。 重さの単位と測定の意

き，進んで生活や学習 をもち筋道を立てて考 味，時間について理解し

に活用しようとしてい え表現したり，そのこ ている。

る。 とから考えを深めたり

している。
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【「Ｂ 量と測定」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・長さの単位(km)が ・普遍単位の必要性に ・長さの単位（km） ・長さの単位（km）に

生活で用いられるこ 気付き，重さの表し を用いて，身の回り ついて理解している。

とに関心をもち，１ 方を考えている。 の長さを調べること ・１ km がどのくらいの

km の長さを進んで ・長さ,体積,重さにつ ができる。 長さであるかを，学校

調べようとしてい いて，1km は 1000m，・重さの単位（g，kg） からの道のりを基にと

る。 １ l は 1000ml，１ kg を用いて，身の回り らえるなど，長さの大

・生活で用いられる重 は 1000g という関係 の具体物の重さを測 きさについての豊かな

さに関心をもち，重 を基に，単位の大き 定することができ 感覚をもっている。

さの量を数値化する さについて考えてい る。 ・重さの単位（g，kg）
ことのよさに気付 る。 と測定の意味について

き，身の回りのもの 理解している。

の重さを測定しよう ・１ kg や１ g がどのく

としている。 らいの重さであるか

を，身の回りにあるも

のの重さを基にしてと

らえるなど，重さの大

きさについての豊かな

感覚をもっている。

・長さや重さについ ・長さや重さについ ・長さや重さについ ・長さや重さについて，

て，およその見当を て，目的に応じて単 て，単位や計器を適 およその見当を付け，

付け，目的に応じて 位を選んだり，計器 切に選んで測定する 測定に用いる単位や計

単位や計器を適切に を選んだりすること ことができる。 器を適切に選択するこ

選んで測定しようと を考えている。 とを通して，単位の大

している。 きさについての豊かな

・測定して得られた長 感覚をもっている。

さや重さを，適切な

単位を選択して，扱

いやすい大きさに表

すことのよさに気付

いている。

・日常生活で時間の単 ・日常生活の中で必要 ・日常生活の中で必要 ・秒について理解してい

位(秒）が用いられ となる時刻や時間の となる時刻や時間を る。

ている場面を調べよ 求め方を考えてい 求めることができ

うとしている。 る。 る。

・日常生活の中で時刻

や時間に関心をも

ち，進んで活用しよ

うとしている。

（３）「Ｃ 図形」

【学習指導要領の内容】

(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，図形を構成する要素に着目し，図形について理

解できるようにする。

ア 二等辺三角形，正三角形について知ること。

イ 角について知ること。

ウ 円，球について知ること。また，それらの中心，半径，直径について知ること。
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〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

エ 二等辺三角形や正三角形を定規とコンパスを用いて作図する活動

【「Ｃ 図形」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

二等辺三角形，正三角 二等辺三角形，正三角 二等辺三角形，正三角 二等辺三角形，正三角形，

形，円などの性質や関 形，円などの図形につ 形，円などの図形を構 円などの図形についての

係を調べたり筋道を立 いての観察や構成など 成するなどの技能を身 感覚を豊かにするととも

てて考えたりすること を通して，日常の事象 に付けている。 に，それらの意味や性質

の楽しさやよさに気付 について見通しをもち について理解している。

き，進んで生活や学習 筋道立てて考え表現し

に活用しようとしてい たり，そのことから考

る。 えを深めたりしてい

る。

【「Ｃ 図形」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・身の回りから，二等 ・三角形について，そ ・定規とコンパスを用 ・二等辺三角形や正三角
辺三角形や正三角形 の違いに気付き分類 いて，二等辺三角形 形の意味や性質につい
を見付けようとして し，分類した三角形 や正三角形を作図す て理解している。
いる。 の特徴を見いだして ることができる。 ・二等辺三角形や正三角

・二等辺三角形や正三 いる。 ・二つの角を重ねるこ 形で平面を敷き詰め
角形を作図したり， ・二等辺三角形や正三 とによって，角の大 て，敷き詰めた図形の
構成したりしようと 角形を観察したり， きさが同じかどうか 中にいろいろな形を認
している。 折ったり重ねたりす を調べることができ めたり，できる模様の

・二等辺三角形や正三 ることを通して，二 る。 美しさを感じたりする
角形で平面を敷き詰 等辺三角形や正三角 など，図形についての
める活動を楽しみ， 形の性質を見いだし 豊かな感覚をもってい
できる模様の美しさ ている。 る。
や平面の広がりに気 ・一つの頂点から出る２
付いている。 本の辺が作る形を角と

いうことを理解してい
る。

・身の回りから，円や ・円周上のどの点も中 ・コンパスを用いて円 ・円の中心，半径，直径
球を見付けようとし 心から等距離にある をかくことができ について理解してい
ている。 ことを見付けてい る。 る。

・身の回りで，円や球 る。 ・コンパスを用いて， ・コンパスの使い方につ
がどのように使われ ・円の半径や直径は無 等しい長さを測り取 いて理解している。
ているかに関心をも 数にあることを見付 ったり，長さを移し ・球の中心，半径，直径
っている。 けている。 たりすることができ について理解してい

・円の模様作りの活動 る。 る。
を楽しみ，円のもつ ・球を平面で切ると切り
美しさに気付いてい 口はすべて円になるこ
る。 とや，球を中心を通る

平面で切ると切り口が
最大になることを理解
している。
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（４）「Ｄ 数量関係」

【学習指導要領の内容】

(1) 除法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすることができるようにする。

(2) 数量の関係を表す式について理解し，式を用いることができるようにする。

ア 数量の関係を式に表したり，式と図を関連付けたりすること。

イ 数量を□などを用いて表し，その関係を式に表したり，□などに数を当てはめて調べたりする

こと。

(3) 資料を分類整理し，表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取ったりすることができるよ

うにする。

ア 棒グラフの読み方やかき方について知ること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

オ 日時や場所などの観点から資料を分類整理し，表を用いて表す活動

【「Ｄ 数量関係」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

式に表すこと，表や棒 数量の関係を式に表し 数量の関係を式を用い □などを用いた式，棒グ

グラフに表すことなど たり，資料を分類整理 て表したり，資料を分 ラフの読み方やかき方な

について調べたり筋道 し，表や棒グラフに表 類整理して表や棒グラ どについて理解してい

を立てて考えたりする したり読み取ったりす フに表したり読み取っ る。

ことの楽しさやよさに ることを通して，日常 たりするなどの技能を

気付き，進んで生活や の事象について見通し 身に付けている。

学習に活用しようとし をもち筋道を立てて考

ている。 え表現したり，そのこ

とから考えを深めたり

している。

【「Ｄ 数量関係」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・除法の式に表した ・除法が用いられる場 ・除法が用いられる場 ・式に表したり，式を読

り，式を読み取った 面を，具体物や図な 面を式に表したり， み取ったりすることを

りすることに関心を どを用いて考え，式 式を読み取ったりす 通して，除法が用いら

もち，いろいろな場 に表している。 ることができる。 れる場面の数量の関係

面を式に表そうとし ・除法の式を，具体的 について理解してい

ている。 な場面に結び付けて る。

とらえている。

・式で表されているこ ・数量の関係を表す式 ・式で表されているこ ・式で表されていること

とを図で表そうとし と図を関連付けて考 とを図で表したり， と図で表されているこ

たり，図で表されて えている。 図で表されているこ との関連について理解

いることを式で表そ ・□などを用いた式に とを式で表したりす している。

うとしたりしてい ついて，□などに当 ることができる。 ・未知の数量を□などを

る。 てはまる数の調べ方 ・数量を□などを用い 用いて表すことによ

・未知の数量を□など を考えている。 て表し，その関係を り，数量の関係を式で

の記号を用いて表す 式に表したり，□な 表せることを理解して

ことのよさに気付い どに数を当てはめて いる。

ている。 調べたりすることが
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できる。

・身の回りにある事象 ・資料を分類整理する ・資料を分類整理して ・棒グラフの読み方やか

について，目的に応 とき，目的に応じた 棒グラフに表した き方について知り，資

じて観点を決め，資 分類の観点を選ぶこ り，棒グラフを読み 料の特徴のとらえ方に

料を分類整理した とを考えている。 取ったりすることが ついて理解している。

り，表やグラフに表 ・資料を分類整理する できる。 ・棒グラフで表すと，数

したりしようとして とき，資料に落ちや ・簡単な二次元の表を 量の大小や差などがと

いる。 重なりがないことを 作ったり，表を読み らえやすくなることを

・簡単な二次元の表を 確認したり，誤りが 取ったりすることが 理解している。

用いて，資料を目的 おきにくいような方 できる。 ・簡単な二次元の表の読

にあった手際のよい 法を考えている。 み方や表し方について

方法で分かりやすく ・棒グラフをかくとき 理解している。

整理しようとしてい に，グラフ用紙での

る。 目盛りの取り方を工

夫することを考えて

いる。
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Ⅳ 第４学年

１ 学年目標

(1) 除法についての理解を深め，適切に用いることができるようにする。また，小数及び分数の意味や

表し方についての理解を深め，小数及び分数についての加法及び減法の意味を理解し，それらの計算

の仕方を考え，用いることができるようにする。さらに，概数について理解し，目的に応じて用いる

ことができるようにする。

(2) 面積の単位と測定について理解し，図形の面積を求めることができるようにするとともに，角の大

きさの単位と測定について理解できるようにする。

(3) 図形を構成要素及びそれらの位置関係に着目して考察し，平行四辺形やひし形などの平面図形及び

直方体などの立体図形について理解できるようにする。

(4) 数量やその関係を言葉，数，式，図，表，グラフなどに表したり調べたりすることができるように

する。

２ 第４学年の評価の観点の趣旨

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

数理的な事象に関心を 数量や図形についての 整数，小数及び分数の 数量や図形についての感

もつとともに，知識や 基礎的・基本的な知識 計算をしたり，図形の 覚を豊かにするととも

技能などの有用さ及び 及び技能の習得や活用 面積を求めたり，図形 に，整数，小数及び分数

数量や図形の性質や関 を通して，日常の事象 を構成要素の位置関係 の意味と表し方，計算の

係を調べたり筋道を立 について見通しをもち に着目して構成した 意味，面積などの単位と

てて考えたりすること 筋道を立てて考え表現 り，数量の関係などを 測定の意味，図形の意味

のよさに気付き，進ん したり，そのことから 表したり調べたりする 及び数量の関係などにつ

で生活や学習に活用し 考えを深めたりするな などの技能を身に付け いて理解している。

ようとする。 ど，数学的な考え方の ている。

基礎を身に付けてい

る。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

（１）「Ａ 数と計算」

【学習指導要領の内容】

(1) 整数が十進位取り記数法によって表されていることについての理解を深める。

ア 億，兆の単位について知り，十進位取り記数法についてまとめること。

(2) 概数について理解し，目的に応じて用いることができるようにする。

ア 概数が用いられる場合について知ること。

イ 四捨五入について知ること。

ウ 目的に応じて四則計算の結果の見積りをすること。

(3) 整数の除法についての理解を深め，その計算が確実にできるようにし，それを適切に用いる能力

を伸ばす。

ア 除数が１位数や２位数で被除数が２位数や３位数の場合の計算の仕方を考え，それらの計算が

基本的な計算を基にしてできることを理解すること。また，その筆算の仕方について理解するこ

と。

イ 除法の計算が確実にでき，それを適切に用いること。

ウ 除法について，被除数，除数，商及び余りの間の関係を調べ，次の式にまとめること。

（被除数）＝（除数）×（商）＋（余り）

エ 除法に関して成り立つ性質を調べ，それを計算の仕方を考えたり計算の確かめをしたりするこ

とに生かすこと。

(4) 整数の計算の能力を定着させ，それを用いる能力を伸ばす。

(5) 小数とその加法及び減法についての理解を深めるとともに，小数の乗法及び除法の意味について

理解し，それらを用いることができるようにする。
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ア 小数が整数と同じ仕組みで表されていることを知るとともに，数の相対的な大きさについての

理解を深めること。

イ 小数の加法及び減法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。

ウ 乗数や除数が整数である場合の小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができ

ること。

(6) 分数についての理解を深めるとともに，同分母の分数の加法及び減法の意味について理解し，そ

れらを用いることができるようにする。

ア 簡単な場合について，大きさの等しい分数があることに着目すること。

イ 同分母の分数の加法及び減法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。

(7) そろばんを用いて，加法及び減法の計算ができるようにする。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

ア 目的に応じて計算の結果の見積りをし，計算の仕方や結果について適切に判断する活動

〔用語・記号〕 和 差 積 商 以上 以下 未満 真分数 仮分数 帯分数

【「Ａ 数と計算」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

整数，小数，分数の意 整数，小数，分数の意 目的に応じて概数を用 整数，小数，分数につい

味と表し方，それらの 味や表し方，それらの いたり，整数の除法の ての感覚を豊かにすると

計算にかかわる性質や 計算，概数についての 計算，小数の加法及び ともに，十進位取り記数

関係を調べたり筋道を 知識及び技能の習得や 減法の計算，同分母の 法や概数の意味，整数の

立てて考えたりするこ 活用を通して，日常の 分数の加法及び減法の 除法についての理解を深

との楽しさやよさに気 事象について見通しを 計算をしたりするなど め，小数や分数の意味と

付き，進んで生活や学 もち筋道を立てて考え の技能を身に付けてい 表し方，小数の加法及び

習に活用しようとして 表現したり，そのこと る。 減法の意味について理解

いる。 から考えを深めたりし している。

ている。

【「Ａ 数と計算」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・億や兆を用いる大き ・億や兆を用いる整数 ・億や兆を用いる大き ・億や兆の単位について

な数でも，十進位取 について，10倍,100 な数を十進位取り記 知り，整数が十進位取

り記数法によって簡 倍， にした数を考 数法によって表すこ り記数法によって表さ
１
｜10

単に表すことができ え，そのことから十 とができる。 れていることについて

るというよさに気付 進位取り記数法の仕 の理解を深めている。

き，大きな数を表そ 組みについてまとめ ・１億や１兆などの大き

うとしている。 ている。 な数の大きさや構成に

ついての豊かな感覚を

もっている。

・概数を用いると物事 ・目的に応じて，計算 ・四捨五入して数を概 ・概数が用いられる場合

の判断や処理が容易 の結果のおよその大 数にすることができ や四捨五入について理

になるなどのよさに きさを判断してい る。 解している。

・目的に応じて計算の る。 ・目的に応じて，和， ・加法，減法，乗法，除

結果を見積もり，生 差，積，商を概数で 法の計算の結果のおよ

活や学習の場面で用 見積もることができ その大きさをとらえる

いようとしている。 る。 など，数についての豊
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かな感覚をもってい

る。

・(何十)÷(何十)の計 ・除数が１位数や２位 ・除数が１位数や２位 ・除数が１位数や２位数

算を十を単位として 数で被除数が２位数 数で被除数が２位数 で被除数が２位数や３

考えれば一位数の計 や３位数の場合の除 や３位数の場合の除 位数の場合の除法の計

算として求められる 法の計算の仕方を考 法の計算が確実にで 算が基本的な計算を基

というよさに気付い えている。 きる。 にしてできることを理

ている。 ・除法に関して成り立 ・簡単な除法につい 解している。

・暗算を，筆算や見積 つ性質を調べ，それ て，暗算で答えを求 ・除数が１位数や２位数

りに生かそうとして を計算の仕方を考え めることができる。 で被除数が２位数や３

いる。 たり計算の確かめを 位数の場合の除法の筆

したりすることに生 算の仕方について理解

かしている。 している。

・整数の除法において，

被除数，除数，商及び

余りの間の関係につい

て理解している。

・桁数の多い整数の計 ・桁数の多い整数の計 ・整数の基本的な計算 ・整数の計算の意味につ

算について考える際 算の仕方を既習の基 の技能に習熟してい いて理解している。

に，既習の基本的な 本的な計算の意味や る。

計算の意味や計算の 計算の仕方などを基

仕方などを活用しよ にして考えている。

うとしている。

・小数の加法及び減法 ・端数部分の大きさを ・ の位までの小数の ・小数が整数と同じ仕組
１
｜100

の計算の仕方とその 小数で表すとき， 加法及び減法の計算 みで表されていること

意味を考えることの 0.1の単位をつくっ ができる。 を知り，小数について

楽しさに気付いてい たときの考えを基 ・1.2を0.1が12個集ま の理解を深めている。

る。 に，0.01の単位をつ った数とみるなど， ・数の相対的な大きさか

くることを考えてい 数の相対的な大きさ ら小数をとらえるな

る。 から，小数をとらえ ど，小数についての豊

・ の位までの小数の ることができる。 かな感覚をもってい
１｜100 る。

加法及び減法の計算 ・小数の加法及び減法に

の仕方を考えてい ついての理解を深めて

る。 いる。

・乗数や除数が整数で ・乗数や除数が整数で ・乗数や除数が整数で ・乗数や除数が整数であ

ある場合の小数の乗 ある場合の小数の乗 ある場合の小数の乗 る場合の小数の乗法及

法及び除法の計算の 法及び除法の計算の 法及び除法の計算が び除法の意味について

仕方を，整数の乗法 仕方を考えている。 できる。 理解している。

や除法と関連付けて ・整数を整数で割って ・整数を整数で割って商

考えようとしてい 商が小数になる除法 が小数になる除法につ

る。 の計算ができる。 いて，商の意味を理解

している。

・大きさの等しい分数 ・分数の大きさを，数 ・数直線や図を用い ・簡単な場合について，

やその表し方に関心 直線や図などで表し て，分数の大きさを 表し方が違っても大き

をもっている。 たり，分数が表され 表すことができる。 さの等しい分数がある

た数直線や図を読み ことを理解している。

取ったりして，分数 ・真分数，仮分数，帯分

の大きさについて考 数の意味について理解

えている。 している。

・１より大きい分数を仮

分数でも帯分数でも表
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すことができるなど，

分数の大きさについて

の豊かな感覚をもって

いる。

・単位分数の幾つ分と ・同分母の分数の加法 ・同分母の分数の加法 ・同分母の分数の加法及

みると，同分母の分 及び減法の計算の仕 及び減法の計算がで び減法の意味について

数の加法及び減法は 方を考えている。 きる。 理解している。

整数の計算と同じよ

うにできるというよ

さに気付いている。

・そろばんに関心をも ・そろばんを用いて億 ・そろばんを用いて億 ・そろばんには，十進位

ち，そろばんの構造 や兆の単位までの整 や兆の単位までの整 取り記数法の仕組みが

を十進数位取り記数 数や の位までの小 数や の位までの小 用いられていることを
１
｜

１
｜100 100

法の仕組みと関連付 数の加法及び減法の 数を表したり，２位 理解している。

けようとしている。 計算の仕方を考えて 数などの加法及び減

いる。 法の計算をしたりす

ることができる。

（２）「Ｂ 量と測定」

【学習指導要領の内容】

(1) 面積について単位と測定の意味を理解し，面積を計算によって求めることができるようにする。

ア 面積の単位（平方センチメートル（cm2），平方メートル（m2），平方キロメートル（km2））に

ついて知ること。

イ 正方形及び長方形の面積の求め方を考えること。

(2) 角の大きさについて単位と測定の意味を理解し，角の大きさの測定ができるようにする。

ア 角の大きさを回転の大きさとしてとらえること。

イ 角の大きさの単位（度（°））について知ること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

イ 長方形を組み合わせた図形の面積の求め方を，具体物を用いたり，言葉，数，式，図を用いた

りして考え，説明する活動

ウ 身の回りにあるものの面積を実際に測定する活動

【「Ｂ 量と測定」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

面積，角の大きさにつ 面積を求めたり，角の 正方形や長方形の面積 面積や角の大きさについ

いて調べたり筋道を立 大きさを測定したりす を求めたり，角の大き ての感覚を豊かにすると

てて考えたりすること ることを通して，日常 さを測定したりするな ともに，面積の単位と測

の楽しさやよさに気付 の事象について見通し どの技能を身に付けて 定の意味及び角の大きさ

き，進んで生活や学習 をもち筋道を立てて考 いる。 の単位と測定の意味につ

に活用しようとしてい え表現したり，そのこ いて理解している。

る。 とから考えを深めたり

している。
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【「Ｂ 量と測定」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・面積の大きさを数値 ・正方形や長方形の面 ・正方形や長方形の面 ・面積の単位（㎝２，ｍ２，

化して表すことのよ 積の求め方を考えて 積を公式を用いて求 ㎞２，ａ，ha）と測定

さに気付いている。 いる。 めることができる。 の意味について理解し

・正方形や長方形の面 ている。

積の公式を導きだそ ・必要な部分の長さを用

うとしている。 いることで，正方形や

長方形の面積は計算に

よって求めることがで

きることを理解してい

る。

・１ｍ２がどれくらいの

面積なのかを，身の回

りのものの面積を基に

してとらえるなど面積

の大きさについての豊

かな感覚をもってい

る。

・角の大きさについて ・角の大きさについ ・分度器を用いて角の ・角の大きさを回転の大

関心をもち，角の大 て，普遍単位の幾つ 大きさを測定した きさとしてとらえ，そ

きさに着目して，身 分とみて数値化する り，必要な大きさの の単位（度（°））と

の回りにある図形を ことを考えている。 角を作ったりするこ 測定の意味について理

とらえようとしてい とができる。 解している。

る。 ・角を見て，90ﾟより大

きいか小さいかをとら

えるなど，角の大きさ

についての豊かな感覚

をもっている。

（３）「Ｃ 図形」

【学習指導要領の内容】

(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，図形の構成要素及びそれらの位置関係に着目し，

図形についての理解を深める。

ア 直線の平行や垂直の関係について理解すること。

イ 平行四辺形，ひし形，台形について知ること。

(2) 図形についての観察や構成などの活動を通して，立体図形について理解できるようにする。

ア 立方体，直方体について知ること。

イ 直方体に関連して，直線や平面の平行や垂直の関係について理解すること。

(3) ものの位置の表し方について理解できるようにする。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

エ 平行四辺形，ひし形，台形で平面を敷き詰めて，図形の性質を調べる活動

〔用語・記号〕 平行 垂直 対角線 平面
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【「Ｃ 図形」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

平行四辺形，ひし形， 平行四辺形，ひし形， 平行四辺形，ひし形， 平行四辺形，ひし形，台

台形，立方体や直方体 台形，立方体や直方体 台形，立方体，直方体 形，立方体や直方体など

や構成要素の位置関係 などの図形についての を構成するなどの技能 の図形についての感覚を

について調べたり筋道 観察や構成などを通し を身に付けている。 豊かにするとともに，そ

を立てて考えたりする て，日常の事象につい れらの意味，直線の平行

ことの楽しさやよさに て見通しをもち筋道を や垂直の関係などについ

気付き，進んで生活や 立てて考え表現した て理解している。

学習に活用しようとし り，そのことから考え

ている。 を深めたりしている。

【「Ｃ 図形」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・身の回りから，平行 ・二直線について，平 ・平行な二直線や垂直 ・直線の平行や垂直の関

や垂直になっている 行や垂直という位置 な二直線をかくこと 係について理解してい

二直線を見付けよう 関係があることを見 ができる。 る。

としている。 いだしている。 ・平行四辺形，台形， ・平行四辺形，台形，ひ

・身の回りから，平行 ・四角形（台形，平行 ひし形を作図するこ し形の意味や性質につ

四辺形，台形，ひし 四辺形，ひし形）に とができる。 いて理解している。

形を見付けようとし ついて，その違いに ・平行四辺形，台形，ひ

ている。 気付き分類し，分類 し形で平面を敷き詰め

・平行四辺形，台形， した四角形の特徴を て，敷き詰めた図形の

ひし形を作図した 見いだしている。 中にいろいろな形を認

り，構成したりしよ めたり，できる模様の

うとしている。 美しさを感じたりする

・平行四辺形，台形， など，図形についての

ひし形で平面を敷き 豊かな感覚をもってい

詰める活動を楽し る。

み，できる模様の美

しさや平面の広がり

に気付いている。

・身の回りから，立方 ・立体図形（立方体， ・立方体や直方体の見 ・立方体や直方体につい

体や直方体を見付け 直方体）について， 取図や展開図をかく て知り，立方体や直方

ようとしている。 その違いに気付き分 ことができる。 体の構成要素や，それ

・正方形や長方形を組 類し，分類した立体 ・立方体や直方体を展 らの位置関係について

み合わせて，立方体 図形の特徴を見いだ 開図を基に構成する 理解している。

や直方体を構成しよ している。 ことができる。 ・身の回りから立方体や

うとしている。 ・辺や面のつながりや 直方体を見付けたり，

位置関係に着目し その特徴をとらえたり

て，立方体や直方体 するなど，立体図形に

を構成したり，立方 ついての豊かな感覚を

体や直方体の見取図 もっている。

や展開図をかいたり

する方法を考えてい

る。
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・平面の上や空間の中 ・平面の上や空間の中 ・平面の上でのものの ・平面の上や空間の中に

でのものの位置の表 でのものの位置の簡 位置を二つの要素で あるものの位置を表す

し方に関心をもち， 潔な表し方を考えて 表したり，空間の中 際，平面上では二つの

数を用いてものの位 いる。 でのものの位置を三 要素が必要で，空間の

置を表そうとしてい ・直線や平面の上での つの要素で表したり 中では三つの要素が必

る。 ものの位置の表し方 することができる。 要であることを理解し

から類推して，空間 ている。

の中でのものの位置

の表し方を考えてい

る。

（４）「Ｄ 数量関係」

【学習指導要領の内容】

(1) 伴って変わる二つの数量の関係を表したり調べたりすることができるようにする。

ア 変化の様子を折れ線グラフを用いて表したり，変化の特徴を読み取ったりすること。

(2) 数量の関係を表す式について理解し，式を用いることができるようにする。

ア 四則の混合した式や（ ）を用いた式について理解し，正しく計算すること。

イ 公式についての考え方を理解し，公式を用いること。

ウ 数量を□，△などを用いて表し，その関係を式に表したり，□，△などに数を当てはめて調べ

たりすること。

(3) 四則に関して成り立つ性質についての理解を深める。

ア 交換法則，結合法則，分配法則についてまとめること。

(4) 目的に応じて資料を集めて分類整理し，表やグラフを用いて分かりやすく表したり，特徴を調べ

たりすることができるようにする。

ア 資料を二つの観点から分類整理して特徴を調べること。

イ 折れ線グラフの読み方やかき方について知ること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

オ 身の回りから，伴って変わる二つの数量を見付け，数量の関係を表やグラフを用いて表し，調

べる活動

【「Ｄ 数量関係」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

折れ線グラフ，式に表 数量の関係を折れ線グ 数量の関係を折れ線グ 折れ線グラフ，□，△な

すこと，四則に関して ラフや式に表したり， ラフや□，△などを用 どを用いた式，公式につ

成り立つ性質について 資料を分類整理したり いた式に表したり，目 いての考え方，四則に関

調べたり筋道を立てて することを通して，日 的に応じて資料を収集 して成り立つ性質につい

考えたりすることの楽 常の事象について見通 し，分類整理したりす て理解している。

しさやよさに気付き， しをもち筋道を立てて るなどの技能を身に付

進んで生活や学習に活 考え表現したり，その けている。

用しようとしている。 ことから考えを深めた

りしている。
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【「Ｄ 数量関係」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・伴って変わる二つの ・身の回りから伴って ・伴って変わる二つの ・伴って変わる二つの数

数量の関係につい 変わる二つの数量を 数量の関係を表に表 量の関係を明確にする

て，対応する数量を 見付け数量の関係の すことができる。 ためには，資料を表に

考えたり，表などに 変化の特徴を見いだ ・変化の様子を折れ線 表したりグラフを用い

整理したりしようと している。 グラフを用いて表し て表したりできること

している。 ・折れ線グラフに表し たり，折れ線グラフ を理解している。

・変化の様子を折れ線 た伴って変わる二つ を読み取ったりする ・折れ線グラフを用いる

グラフに表したり， の数量の変化の特徴 ことができる。 と，伴って変わる二つ

そのグラフから伴っ を考えている。 の数量の変化の様子を

て変わる二つの数量 わかりやすく表すこと

の変化の特徴を読み ができることを理解し

取ったりしようとし ている。

ている。

・関数の考えや統計的

な見方のよさに気付

き，進んで生活や学

習に活用しようとし

ている。

・四則の混合した式や ・四則の混合した式や ・数量の関係を式で簡 ・一つの数量を表すのに

（ ）を用いた式の （ ）を用いた式の 潔に表したり，式を （ ）を用いることや

よさに気付き，式を 計算の順序について 読み取ったりするこ 乗法，除法を用いて表

適切に用いようとし 考えている。 とができる。 された式が一つの数量

ている。 ・四則の混合した式や を表すことなどを理解

（ ）を用いた式に している。

ついて正しく計算す ・乗法，除法を加法，減

ることができる。 法より先に計算するこ

とや（ ）の中を先に

計算することなどのき

まりがあることを理解

している。

・公式を用いると，数 ・公式はいろいろな問 ・公式を用いて数量の ・公式が一般的な数量の

量の関係を一般的に 題に活用できること 関係を表したり，公 関係を表していること

表すことができると を見いだしている。 式の言葉で表されて など，公式についての

いうよさに気付き， いるものにいろいろ 考え方を理解してい

進んで用いようとし な数を当てはめるこ る。

ている。 とができる。

・□，△などを用いて ・□，△などを用いた ・数量を□，△などを ・□，△などを用いた式

式に表すことによ 式について，□，△ 用いて表し，その関 において，□，△など

り，数量の関係を簡 などに当てはまる数 係を式にしたり，□， は変量を表すことを理

潔に一般的に表すこ の調べ方を考えてい △などに数を当ては 解している。

とができるというよ る。 めて調べたりするこ ・□，△を用いた式では，

さに気付いている。 とができる。 □，△の一方の大きさ

が決まれば，それに伴

って，他方の大きさが

決まることを理解して

いる。

・交換法則，結合法則， ・交換法則，結合法則， ・□，△などの記号を ・計算の範囲を整数から

分配法則を進んで活 分配法則を用いて計 用いて，交換法則， 小数に広げても，交換
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用しようとしてい 算を簡単に行うこと 結合法則，分配法則 法則，結合法則，分配

る。 を考えている。 を表すことができ 法則が成り立つことを

る。 理解している。

・□，△などを用いた式

では，「同じ記号には

同じ数が入る」ことを

理解している。

・目的に応じて必要な ・目的に応じて集めた ・資料を，二つの観点 ・資料を整理するとき，

資料を集め，それを 資料を二つの観点か から落ちや重なりが 分類する項目を決める

分類整理して，特徴 ら分類整理して表に ないように分類整理 ことを理解している。

を調べようとしてい 表したことから，資 して表に表すことが

る。 料の特徴について考 できる。

・表に表すとき，正し えている。

い結果が得られるよ

うに間違いをなくし

ていこうとしてい

る。

・資料を分類整理して ・資料を分類整理して ・折れ線グラフの読み方

表した折れ線グラフ 折れ線グラフに表し やかき方について理解

から，資料の特徴や たり，折れ線グラフ している。

傾向について考えて を読み取ったりする

いる。 ことができる。
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Ⅴ 第５学年

１ 学年目標

(1) 整数の性質についての理解を深める。また，小数の乗法及び除法や分数の加法及び減法の意味につ

いての理解を深め，それらの計算の仕方を考え，用いることができるようにする。

(2) 三角形や平行四辺形などの面積及び直方体などの体積を求めることができるようにする。また，測

定値の平均及び異種の二つの量の割合について理解できるようにする。

(3) 平面図形についての理解を深めるとともに，角柱などの立体図形について理解できるようにする。

(4) 数量の関係を考察するとともに，百分率や円グラフなどを用いて資料の特徴を調べることができる

ようにする。

２ 第５学年の評価の観点の趣旨

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

数理的な事象に関心を 数量や図形についての 小数や分数の計算をし 数量や図形についての感

もつとともに，数量や 基礎的・基本的な知識 たり，図形の面積や体 覚を豊かにするととも

図形の性質や関係など 及び技能の習得や活用 積を求めたり，図形の に，整数の性質，分数の

に着目して考察処理し を通して，日常の事象 性質を調べたり，数量 意味，小数や分数の計算

たり，論理的に考えた について論理的に考え の関係などを表したり の意味，面積の公式，体

りすることのよさに気 表現したり，そのこと 調べたりするなどの技 積の単位と測定の意味，

付き，進んで生活や学 を基に発展的，統合的 能を身に付けている。 図形の意味や性質及び数

習に活用しようとす に考えたりするなど， 量の関係などについて理

る。 数学的な考え方の基礎 解している。

を身に付けている。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

（１）「Ａ 数と計算」

【学習指導要領の内容】

(1) 整数の性質についての理解を深める。

ア 整数は，観点を決めると偶数，奇数に類別されることを知ること。

イ 約数，倍数について知ること。

(2) 記数法の考えを通して整数及び小数についての理解を深め，それを計算などに有効に用いること

ができるようにする。

ア 10倍，100倍， ， などの大きさの数をつくり，それらの関係を調べること。
１｜１

｜10 100
(3) 小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いることができるようにする。

ア 乗数や除数が整数である場合の計算の考え方を基にして，乗数や除数が小数である場合の乗法

及び除法の意味について理解すること。

イ 小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。また，余りの大きさに

ついて理解すること。

ウ 小数の乗法及び除法についても，整数の場合と同じ関係や法則が成り立つことを理解すること。

(4) 分数についての理解を深めるとともに，異分母の分数の加法及び減法の意味について理解し，そ

れらを用いることができるようにする。

ア 整数及び小数を分数の形に直したり，分数を小数で表したりすること。

イ 整数の除法の結果は，分数を用いると常に一つの数として表すことができることを理解するこ

と。

ウ 一つの分数の分子及び分母に同じ数を乗除してできる分数は，元の分数と同じ大きさを表すこ

とを理解すること。

エ 分数の相等及び大小について考え，大小の比べ方をまとめること。

オ 異分母の分数の加法及び減法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。

カ 乗数や除数が整数である場合の分数の乗法及び除法の意味について理解し，計算の仕方を考え，

それらの計算ができること。
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〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

ア 小数についての計算の意味や計算の仕方を，言葉，数，式，図，数直線を用いて考え，説明す

る活動

〔用語・記号〕 最大公約数 最小公倍数 通分 約分

【「Ａ 数と計算」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

整数，小数，分数やそ 整数の性質，記数法， 整数を偶数，奇数に類 整数，小数，分数につい

れら計算の性質や関係 小数の乗法及び除法， 別したり，約数や倍数 ての感覚を豊かにすると

などに着目して考察処 分数の四則計算につい を求めたり，整数や小 ともに，整数の性質と記

理したり，論理的に考 ての知識及び技能の習 数の10倍，100倍， ， 数法，小数の乗法や除法
１
｜10

えたりすることの楽し 得や活用を通して，日 などの大きさをつく の意味及び分数の計算の
１
｜100

さやよさに気付き，進 常の事象について論理 ったり，小数の乗法及 意味などについて理解し

んで生活や学習に活用 的に考え表現したり， び除法，異分母の分数 ている。

しようとしている。 そのことを基に発展 の加法及び減法の計算

的，統合的に考えたり をしたりするなどの技

している。 能を身に付けている。

【「Ａ 数と計算」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・整数は，観点を決め ・整数は，観点を決め ・整数を偶数，奇数に ・整数は，観点を決める

ると偶数，奇数に類 ると偶数，奇数に類 分けることができ と偶数，奇数に類別さ

別できるというよさ 別されることを見い る。 れることを理解してい

に気付いている。 だしている。 る。

・約数，倍数の考えが ・ある数の約数や倍数 ・約数，公約数，倍数， ・約数，公約数，最大公

日常生活の場面で活 の全体をそれぞれ一 公倍数を求めること 約数，倍数，公倍数，

用できるというよさ つの集合としてとら ができる。 最小公倍数の意味につ

に気付いている。 えている。 いて理解している。

・公約数や公倍数，素数

など，数についての豊

かな感覚をもってい

る。

・整数と小数が同じ十 ・整数や小数につい ・整数や小数につい ・整数や小数について，

進位取り記数法で表 て，10倍，100倍， て，10倍，100倍， 一つの数とその10倍，

されていることのよ ， などにした数 ， などの大きさ 100倍， ， などの
１｜１

｜
１
｜

１
｜

１
｜

１
｜10 100 10 100 10 100

さに気付いている。 を考え，整数や小数 の数を小数点の位置 大きさの数との関係に

の表し方を十進位取 を移動してつくるこ ついて理解している。

り記数法としてまと とができる。 ・10倍,100倍， ， な
１
｜

１
｜10 100

めている。 どの関係をとらえるな

ど，整数や小数の構成

についての豊かな感覚

をもっている。

・小数の乗法及び除法 ・小数の乗法及び除法 ・ の位までの小数の ・乗数や除数が整数で
１
｜100

の意味を整数の計算 の計算の仕方を考え 乗法及び除法の計算 ある場合の計算の考え
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の意味と関連付けて ている。 ができる。 方を基にして，乗数や

考えようとしてい 除数が小数である場合

る。 の乗法及び除法の意味

・小数の乗法及び除法 について理解してい

の計算の仕方を整数 る。

の計算と関連付けて ・小数の乗法及び除法に

考えようとしてい ついて，整数の場合と

る。 同じ関係や法則が成り

・小数の乗法及び除法 立つことを理解してい

の計算に，乗法及除 る。

法の性質が有効に働 ・小数の除法の計算にお

いていることのよさ ける余りの大きさにつ

に気付いている。 いて理解している。

・小数が整数と同じ十

進位取り記数法で表

されていることを活

用し，小数の計算も

整数の計算と同じよ

うに考えることがで

きるというよさに気

付いている。

・整数の除法の結果を ・整数及び小数を分数 ・整数及び小数を分数 ・整数及び小数を分数の

分数で表すことによ の形に直したり，分 の形に直したり，分 形に直したり，分数を

って計算の結果をい 数を小数で表したり 数を小数で表したり 小数で表したりできる

つでも一つの数で表 することを通して， することができる。 ことを理解している。

すことができるとい 数の表し方を考えて ・ａ÷ｂを とみた ・整数の除法の結果を分
ａ
｜
ｂ

うよさに気付てい いる。 り， をａ÷ｂとみ 数を用いて一つの数と
ａ
｜
ｂ

る。 ・ａ÷ｂは などと整 たりすることができ して表すことを理解
ａ
｜
ｂ

数の除法の結果は一 る。 し，分数についての理

つの数として表せる 解を深めている。

ことを見いだしてい

る。

・分数の相等について ・分数の相等について ・分数を約分したり， ・一つの分数の分子及び

関心をもち，生活や 考え，大きさの等し 通分したりすること 分母に同じ数を乗除し

学習に活用しようと い分数の性質を見い ができる。 てできる分数は，元の

している。 だしている。 ・分数の大小を比べる 分数と同じ大きさを表

ことができる。 すことを理解している。

・通分することで，分数

の相等及び大小を比べ

ることができることを

理解している。

・表し方が違っていても

大きさが等しいととら

えるなど，分数の大き

さについての豊かな感

覚をもっている。

・分数の相等及び大小 ・異分母の分数の加法 ・異分母の分数の加法 ・異分母の分数の加法及

についての考えを生 及び減法の計算の仕 及び減法の計算がで び減法の意味について

かして，異分母の分 方を考えている。 きる。 理解している。

数の加法及び減法の ・乗数や除数が整数で ・乗数や除数が整数で ・乗数や除数が整数であ

計算の仕方を考えよ ある場合の分数の乗 ある場合の分数の乗 る場合の分数の乗法及

うとしている。 法及び除法の計算の 法及び除法の計算が び除法の意味について

仕方を考えている。 できる。 理解している。
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（２）「Ｂ 量と測定」

【学習指導要領の内容】

(1) 図形の面積を計算によって求めることができるようにする。

ア 三角形，平行四辺形，ひし形及び台形の面積の求め方を考えること。

(2) 体積について単位と測定の意味を理解し，体積を計算によって求めることができるようにする。

ア 体積の単位（立方センチメートル（cm3），立方メートル（m3））について知ること。

イ 立方体及び直方体の体積の求め方を考えること。

(3) 量の大きさの測定値について理解できるようにする。

ア 測定値の平均について知ること。

(4) 異種の二つの量の割合としてとらえられる数量について，その比べ方や表し方を理解できるよう

にする。

ア 単位量当たりの大きさについて知ること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

イ 三角形，平行四辺形，ひし形及び台形の面積の求め方を，具体物を用いたり，言葉，数，式，

図を用いたりして考え，説明する活動

【「Ｂ 量と測定」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

三角形，平行四辺形， 三角形，平行四辺形， 三角形，平行四辺形， 面積や体積，異種の二つ

ひし形，台形の面積， ひし形，台形の面積， ひし形，台形の面積， の量の割合の大きさにつ

立方体や直方体の体 立方体や直方体の体積 立方体や直方体の体積 いての感覚を豊かにする

積，異種の二つの量の の求め方を考えたり， を求めたり，異種の二 とともに，体積の単位と

割合について考察処理 異種の二つの量の割合 つの量の割合を比べた 測定の意味，測定値の平

したり，論理的に考え を調べたりすることな り表したりするなどの 均，単位量当たりの大き

たりすることの楽しさ どを通して，日常の事 技能を身に付けてい さなどについて理解して

やよさに気付き，進ん 象について論理的に考 る。 いる。

で生活や学習に活用し え表現したり，そのこ

ようとしている。 とを基に発展的，統合

的に考えたりしてい

る。

【「Ｂ 量と測定」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・既習の正方形や長方 ・三角形，平行四辺形， ・三角形，平行四辺形， ・面積の大きさについて

形の面積の求め方に ひし形，台形の面積 ひし形，台形の面積 の豊かな感覚をもって

帰着させて考えるこ の求め方を考えてい を公式を用いて求め いる。

とで，三角形，平行 る。 ることができる。 ・必要な部分の長さを用

四辺形，ひし形，台 いることで，三角形，

形の面積を求めるこ 平行四辺形，ひし形，

とができるというよ 台形の面積は計算によ

さに気付き，進んで って求めることができ

活用しようとしてい ることを理解してい

る。 る。

・三角形，平行四辺形，

ひし形及び台形の面

積の公式を導きだそ
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うとしている。

・立体図形の体積につ ・立方体や直方体の体 ・立方体や直方体の体 ・体積の単位（㎝３, m ３）

いても，単位の大き 積の求め方を考えて 積を公式を用いて求 と測定の意味について

さを決めると，その いる。 めることができる。 理解している。

幾つ分として数値化 ・必要な部分の長さを用

できるというよさに いることで，立方体や

気付き，進んで活用 直方体の体積は計算に

しようとしている。 よって求めることがで

・身の回りにあるもの きることを理解してい

の体積を求めようと る。

している。 ・身の回りにあるものの

・立方体や直方体の体 体積を１ｍ３を基にと

積の公式を導きだそ らえるなど，体積の大

うとしている。 きさについての豊かな

感覚をもっている。

・妥当な測定値を求め ・身の回りにある事柄 ・測定値の平均を求め ・同じ大きさの数量にな

るために平均を用い について，妥当な測 ることができる。 らすことでより妥当な

るよさに気付き，進 定値を求めるために 数値が得られる場合

んで生活や学習に活 平均を用いることを は，測定値を平均する

用しようとしてい 考えている。 とよいことを理解して

る。 いる。

・異種の二つの量の割 ・異種の二つの量の割 ・異種の二つの量の割 ・異種の二つの量の割合

合でとらえられる人 合としてとらえられ 合でとらえられる人 としてとらえられる数

口密度などを，単位 る数量について，そ 口密度などを比べた 量について，その比べ

量当たりの大きさな の比べ方や表し方を り表したりすること 方や表し方について理

どを用いて数値化し 考えている。 ができる。 解している。

たり，それらを進ん ・単位量当たりの大きさ

で問題解決に生かし について理解してい

たりしようとしてい る。

る。 ・１ｍ２でそろえて考え

たとき，数値が大きい

方が混んでいるととら

えるなど，人口密度な

どの量の大きさについ

ての豊かな感覚をもっ

ている。

（３）「Ｃ 図形」

【学習指導要領の内容】

(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，平面図形についての理解を深める。

ア 多角形や正多角形について知ること。

イ 図形の合同について理解すること。

ウ 図形の性質を見いだし，それを用いて図形を調べたり構成したりすること。

エ 円周率について理解すること。

(2) 図形についての観察や構成などの活動を通して，立体図形について理解できるようにする。

ア 角柱や円柱について知ること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

ウ 合同な図形をかいたり，作ったりする活動

エ 三角形の三つの角の大きさの和が180ﾟになることを帰納的に考え，説明する活動。四角形の四
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つの角の大きさの和が360ﾟになることを演繹的に考え，説明する活動

〔用語・記号〕 底面 側面

【「Ｃ 図形」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

多角形，角柱，円柱な 多角形，角柱，円柱な 多角形，角柱，円柱な 多角形，角柱，円柱など

どの性質や関係などに どについての観察や構 どを構成するなどの技 についての感覚を豊かに

着目して考察処理した 成などを通して，日常 能を身に付けている。 するとともに，それらの

り，論理的に考えたり の事象について論理的 意味や性質，図形の合同，

することの楽しさやよ に考え表現したり，そ 円周率について理解して

さに気付き，進んで生 のことを基に発展的， いる。

活や学習に活用しよう 統合的に考えたりして

としている。 いる。

【「Ｃ 図形」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・身の回りから，多角 ・円と組み合わせるこ ・円と組み合わせるこ ・多角形や正多角形につ

形や正多角形を見付 とで，正多角形を作 とで，正六角形など いて知り，平面図形に

けようとしている。 図する方法を考えて を作図することがで ついての理解を深めて

・多角形や正多角形を いる。 きる。 いる。

作図したり，構成し ・円と組み合わせるこ

たりしようとしてい とで，正多角形の性

る。 質や特徴を見いだし

ている。

・身の回りから，合同 ・合同な三角形につい ・二つの合同な図形に ・図形の合同について理

な図形を見付けよう て，かき方を考え， ついて，ずらしたり， 解している。

としている。 合同な三角形をかく 回したり，裏返した ・合同な図形では，対応

・合同な図形を作図し ために必要な構成要 りして置かれた場合 する辺の長さ，対応す

たり，構成したりし 素を見いだしてい でも，その位置に関 る角の大きさがそれぞ

ようとしている。 る。 係なく，辺と辺，角 れ等しいことを理解し

と角の対応を付ける ている。

ことができる。

・合同な三角形を，対

応する辺の長さや角

の大きさに着目し，

作図することができ

る。

・図形の性質に関心を ・三角形の三つの角の ・図形の性質を用いて ・三角形の三つの角の大

もち，図形の性質を 大きさの和が180ﾟで 図形を構成すること きさの和が180ﾟになる

調べようとしてい あることを帰納的に ができる。 ことや，四角形の四つ

る。 見いだしている。 の角の大きさの和が

・三角形や四角形の角 ・四角形の四つの角の 360ﾟになることを理解

の大きさの和につい 大きさの和が360ﾟに している。

て，筋道立てて考え なることを，三角形 ・四角形の四つの角の大

ようとしている。 の三つの角の大きさ きさの和は，三角形の

の和が180ﾟであるこ 三つの角の大きさの和

とを基に，演繹的に を基にすれば求められ

考えている。 ることを理解してい

- 35 -



る。

・円周率に関心をも ・内接する正六角形と ・円周率を用いて，円 ・どの円についても(円

ち，円周率を用いよ 外接する正方形との の直径から円周を求 周)÷(直径)の値が一

うとしている。 関係を用いて，円周 めたり，円周から直 定であることや，その

は直径の３倍より大 径を求めたりするこ 値を円周率というこ

きく４倍より小さい とができる。 と，円周率は3.14を用

ことを見いだしてい いることなどを理解し

る。 ている。

・身の回りから，角柱 ・立体図形（角柱，円 ・角柱や円柱の見取図 ・角柱や円柱について知

や円柱を見付けよう 柱）について，その や展開図をかくこと り，角柱や円柱の構成

としている。 違いに気付き分類 ができる。 要素や，辺や面の位置

・角柱や円柱を構成し し，分類した立体図 ・角柱や円柱を展開図 関係について理解して

たり，角柱や円柱の 形の特徴を見いだし を基に構成すること いる。

見取図や展開図をか ている。 ができる。 ・身の回りから，角柱や

いたりしようとして ・立方体や直方体も角 円柱を見付けたり，そ

いる。 柱としてとらえてい の特徴をとらえたりす

る。 るなど，立体図形につ

・辺や面のつながりや いての豊かな感覚をも

位置関係に着目し っている。

て，角柱や円柱を構

成したり，角柱や円

柱の見取図や展開図

をかいたりする方法

を考えている。

（４）「Ｄ 数量関係」
【学習指導要領の内容】

(1) 表を用いて，伴って変わる二つの数量の関係を考察できるようにする。
ア 簡単な場合について，比例の関係があることを知ること。

(2) 数量の関係を表す式についての理解を深め，簡単な式で表されている関係について，二つの数量
の対応や変わり方に着目できるようにする。

(3) 百分率について理解できるようにする。
(4) 目的に応じて資料を集めて分類整理し，円グラフや帯グラフを用いて表したり，特徴を調べたり

することができるようにする。
〔算数的活動〕
(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。
オ 目的に応じて表やグラフを選び，活用する活動

〔用語・記号〕 比例 %

【「Ｄ 数量関係」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

比例，数量の対応や変 表，円グラフや帯グラ 百分率を用いたり，目 比例の関係，百分率，円
わり方，百分率などの フに表したり，特徴を 的に応じて資料を分類 グラフや帯グラフについ
性質や関係などに着目 調べたりすることなど 整理し，円グラフ，帯 て理解している。
して考察処理したり， を通して，日常の事象 グラフを用いて表した
論理的に考えたりする について論理的に考え り，簡単な式で表され
ことの楽しさやよさに 表現したり，そのこと ている関係について，
気付き，進んで生活や を基に発展的，統合的 数量の関係を調べたり
学習に活用しようとし に考えたりしている。 するなどの技能を身に
ている。 付けている。
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【「Ｄ 数量関係」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・伴って変わる二つの ・二つの数量の関係に ・乗法の場面につい ・簡単な場合について，

数量の変わり方に関 ついて，表に数量を て，「一方が２倍， 比例の関係があること

心をもち，特徴を見 当てはめて調べてい ３倍，４倍，…にな を知っている。

いだそうとしてい く中で，一方が２倍， れば，他方も２倍，

る。 ３倍，４倍，…にな ３倍，４倍，…にな

れば，他方も２倍， る」などのように言

３倍，４倍，…にな 葉を用いて表すこと

るなど，二つの数量 ができる。

の対応や変わり方の

特徴を見いだしてい

る。

・式を用いて，二つの ・簡単な式で表されて ・簡単な式で表されて ・数量の関係を簡潔に一

数量の対応や変わり いる関係について， いる関係について， 般的に表すという式の

方を調べようとして 二つの数量の対応や 二つの数量の対応や 役割について理解して

いる。 変わり方の調べ方を 変わり方に着目でき いる。

考えている。 る。

・百分率を用いると， ・資料の全体と部分， ・全体と部分，部分と ・全体と部分，部分と部

割合を整数で表すこ 部分と部分の関係に 部分の関係を割合を 分の関係を割合を用い

とができ分かりやす ついて，割合を用い 用いて表すことがで て表すことができるこ

いというよさに気付 た表し方を考えてい きる。 とを理解している。

いている。 る。 ・百分率の意味について

・百分率や歩合が日常 理解している。

生活の様々な場面に

用いられていること

に気付いている。

・日常の事象を割合を ・資料について，全体 ・円グラフや帯グラフ ・円グラフや帯グラフは

用いて考えたり，円 と部分，部分と部分 を用いて表したり， 割合を表すグラフであ

グラフや帯グラフに の間の関係を調べ特 円グラフや帯グラフ ることを理解してい

表したりしようとし 徴をとらえている。 を読み取ったりする る。

ている。 ・目的に応じて表やグ ことができる。

ラフを選び，活用し

ている。
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Ⅵ 第６学年

１ 学年目標

(1) 分数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらの計算の仕方を考え，用いることができ

るようにする。

(2) 円の面積及び角柱などの体積を求めることができるようにするとともに，速さについて理解し，求

めることができるようにする。

(3) 縮図や拡大図，対称な図形について理解し，図形についての理解を深める。

(4) 比や比例について理解し，数量の関係の考察に関数の考えを用いることができるようにするととも

に，文字を用いて式に表すことができるようにする。また，資料の散らばりを調べ統計的に考察する

ことができるようにする。

２ 第６学年の評価の観点の趣旨

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

数理的な事象に関心を 数量や図形についての 分数の計算をしたり， 数量や図形についての感

もつとともに，数量や 基礎的・基本的な知識 図形の面積や体積を求 覚を豊かにするととも

図形の性質や関係など 及び技能の習得や活用 めたり，図形を構成し に，分数の計算の意味，

に着目して考察処理し を通して，日常の事象 たり，数量の関係など 速さの意味，図形の意味

たり，論理的に考えた について論理的に考え を表したり調べたりす 及び数量の関係などにつ

りすることのよさに気 表現したり，そのこと るなどの技能を身に付 いて理解している。

付き，進んで生活や学 を基に発展的，統合的 けている。

習に活用しようとす に考えたりするなど，

る。 数学的な考え方の基礎

を身に付けている。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

（１）「Ａ 数と計算」

【学習指導要領の内容】

(1) 分数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いることができるようにする。

ア 乗数や除数が整数や小数である場合の計算の考え方を基にして，乗数や除数が分数である場合

の乗法及び除法の意味について理解すること。

イ 分数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。

ウ 分数の乗法及び除法についても，整数の場合と同じ関係や法則が成り立つことを理解すること。

(2) 小数及び分数の計算の能力を定着させ，それらを用いる能力を伸ばす。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

ア 分数についての計算の意味や計算の仕方を，言葉，数，式，図，数直線を用いて考え，説明す

る活動

【「Ａ 数と計算」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

分数の計算の性質や関 分数の計算などについ 分数の乗法及び除法の 分数についての感覚を豊

係などに着目して考察 ての知識及び技能の習 計算をするなどの技能 かにするとともに，分数

処理したり，論理的に 得や活用を通して，日 を身に付けている。 の乗法及び除法の意味に

考えたりすることの楽 常の事象について論理 ついて理解している。

しさやよさに気付き， 的に考え表現したり，
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進んで生活や学習に活 そのことを基に発展

用しようとしている。 的，統合的に考えたり

している。

【「Ａ 数と計算」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・分数の乗法及び除法 ・分数の乗法及び除法 ・分数の乗法及び除法 ・乗数や除数が整数や小

の意味を整数や小数 の計算の仕方を考え の計算ができる。 数である場合の計算の

の計算の意味と関連 ている。 考え方を基にして，乗

付けて考えようとし ・逆数を用いて除法を 数や除数が分数である

ている。 乗法の計算としてみ 場合の乗法及び除法の

・分数の乗法及び除法 たり，整数や小数の 意味について理解して

の計算の仕方を，整 乗法や除法を分数の いる。

数や小数の計算に関 場合の計算にまとめ ・分数の乗法及び除法に

連付けて考えようと たりしている。 ついて，整数の場合と

している。 同じ関係や法則が成り

・分数の乗法及び除法 立つことを理解してい

の計算に，乗法及び る。

除法の性質が有効に

働いていることのよ

さに気付いている。

・小数及び分数の計算 ・小数及び分数の計算 ・小数及び分数の基本 ・小数及び分数の計算の

を生活や学習に活用 を生活や学習に活用 的な計算の技能に習 意味について理解して

しようとしている。 することについて考 熟している。 いる。

えている。

（２）「Ｂ 量と測定」

【学習指導要領の内容】

(1) 身の回りにある形について，その概形をとらえ，およその面積などを求めることができるように

する。

(2) 図形の面積を計算によって求めることができるようにする。

ア 円の面積の求め方を考えること。

(3) 図形の体積を計算によって求めることができるようにする。

ア 角柱及び円柱の体積の求め方を考えること。

(4) 速さについて理解し，求めることができるようにする。

(5) メートル法の単位の仕組みについて理解できるようにする。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

イ 身の回りで使われている量の単位を見付けたり，それがこれまでに学習した単位とどのような

関係にあるかを調べたりする活動

【「Ｂ 量と測定」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

およその面積，円の面 およその面積，円の面 およその面積や円の面 面積や体積，速さについ

積，角柱や円柱の体積 積，角柱や円柱の体積 積を求めたり，角柱や ての感覚を豊かにすると
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や速さについて考察処 の求め方を考えること 円柱の体積を求めた ともに，速さの意味，メ

理したり，論理的に考 などを通して，日常の り，速さを求めたりす ートル法の仕組みなどに

えたりすることの楽し 事象について論理的に るなどの技能を身に付 ついて理解している。

さやよさに気付き，進 考え表現したり，その けている。

んで生活や学習に活用 ことを基に発展的，統

しようとしている。 合的に考えたりしてい

る。

【「Ｂ 量と測定」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・身の回りにある図形 ・身の回りにある様々 ・身の回りにある形に ・身の回りにあるものの

について，その概形 な図形の面積などを ついて，その概形を 面積や体積の大きさの

をとらえて，およそ 求めるために，その とらえ，およその面 見当を付けることがで

の面積を求めようと 概形をとらえて，測 積などを求めること きるなど，面積や体積

している。 定しやすい図形とみ ができる。 の大きさについての豊

たり，測定しやすい かな感覚をもってい

図形に分けたりする る。

ことを考えている。 ・身の回りにある図形に

ついて，その概形をと

らえることでおよその

面積を求めることがで

きることを理解してい

る。

・円の中に１㎝２の正 ・円の面積の求め方を ・円の面積を公式を用 ・必要な部分の長さを用

方形が幾つあるか数 考えている。 いて求めることがで いることで，円の面積

えたり，円を分割し きる。 は計算によって求める

て平行四辺形のよう ことができることを理

に変形したりする活 解している。

動の楽しさに気付い

ている。

・円の面積の公式を導

きだそうとしてい

る。

・角柱や円柱の体積の ・角柱や円柱の体積の ・角柱や円柱の体積を ・必要な部分の長さを用

公式を導きだそうと 求め方を考えてい 公式を用いて求める いることで，角柱や円

している。 る。 ことができる。 柱の体積は計算によっ

て求めることができる

ことを理解している。

・速さを，単位量当た ・速さの求め方を考え ・(速さ)＝(長さ)÷ ・速さは単位量当たりの

りの大きさなどを用 ている。 (時間)を用いて，長 大きさとして表すこと

いて数値化したり， さと時間から速さを ができることを理解し

実際の場面と結び付 求めたり，速さと時 ている。

けて，生活や学習に 間から長さを求めた ・１時間でそろえたと

活用したりしようと り，長さと速さから き，数値が大きい方が

している。 時間を求めたりする 速いととらえるなど，

ことができる。 速さの量の大きさにつ

いての豊かな感覚をも

っている。
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・身の回りで使われて ・メートル法の単位の ・いろいろな量の測定 ・メートル法の単位の仕

いる量の単位を見付 仕組みを活用し，新 値を適切な単位を用 組みについて理解して

け，既習の単位との しい単位に出会った いて表すことができ いる。

関係を進んで調べよ ときも類推して量の る。

うとしている。 大きさを考えてい

・｢ m ｣｢ c ｣｢ k ｣など る。

の接頭語が共通に用

いられているという

メートル法の単位の

仕組みのよさに気付

いている。

（３）「Ｃ 図形」

【学習指導要領の内容】

(1) 図形についての観察や構成などの活動を通して，平面図形についての理解を深める。

ア 縮図や拡大図について理解すること。

イ 対称な図形について理解すること。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

ウ 身の回りから，縮図や拡大図，対称な図形を見付ける活動

〔用語・記号〕線対称 点対称

【「Ｃ 図形」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

縮図や拡大図，対称な 縮図や拡大図，対称な 縮図や拡大図，対称な 縮図や拡大図，対称な図

図形の性質や関係など 図形についての観察や 図形を構成するなどの 形についての感覚を豊か

に着目して考察処理し 構成などを通して，日 技能を身に付けてい にするとともに，それら

たり，論理的に考えた 常の事象について論理 る。 の意味について理解して

りすることの楽しさや 的に考え表現したり， いる。

よさに気付き，進んで そのことを基に発展

生活や学習に活用しよ 的，統合的に考えたり

うとしている。 している。

【「Ｃ 図形」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・身の回りから，縮図 ・縮図や拡大図を活用 ・方眼紙のます目を用 ・縮図や拡大図について

や拡大図を見付けよ して，実際には測定 いたり，対応する辺 理解している。

うとしている。 しにくい長さの求め の長さや角の大きさ ・縮図や拡大図では，対

・縮図や拡大図を作図 方を考えている。 を用いたりして，縮 応する角の大きさはす

したり，構成したり 図や拡大図を作図す べて等しく，対応する

しようとしている。 ることができる。 辺の長さの比はどこも

・実際には測定しにく 一定であることを理解

い長さを縮図や拡大 している。

図を用いると解決で

きるというよさに気

- 41 -



付いている。

・身の回りから，対称 ・対称という観点から ・線対称な図形や点対 ・線対称な図形や点対称

な図形を見付けよう 既習の図形を見直 称な図形を作図した な図形の意味や性質に

としている。 し，図形を分類整理 り，構成したりする ついて理解している。

・対称な図形を作図し したり，分類した図 ことができる。 ・身の回りから線対称な

たり，構成したりし 形の特徴を見いだし 図形や点対称な図形を

ようとしている。 たりしている。 見付けたり，その特徴

・均整のとれた美し をとらえたりするな

さ，安定性など対称 ど，図形についての豊

な図形の美しさに気 かな感覚をもってい

付いている。 る。

（４）「Ｄ 数量関係」

【学習指導要領の内容】

(1) 比について理解できるようにする。

(2) 伴って変わる二つの数量の関係を考察することができるようにする。

ア 比例の関係について理解すること。また，式，表，グラフを用いてその特徴を調べること。

イ 比例の関係を用いて，問題を解決すること。

ウ 反比例の関係について知ること。

(3) 数量の関係を表す式についての理解を深め，式を用いることができるようにする。

ア 数量を表す言葉や□，△などの代わりに，a，x などの文字を用いて式に表したり，文字に数

を当てはめて調べたりすること。

(4) 資料の平均や散らばりを調べ，統計的に考察したり表現したりすることができるようにする。

ア 資料の平均について知ること。

イ 度数分布を表す表やグラフについて知ること。

(5) 具体的な事柄について，起こり得る場合を順序よく整理して調べることができるようにする。

〔算数的活動〕

(1) 内容の「Ａ数と計算」，「Ｂ量と測定」，「Ｃ図形」及び「Ｄ数量関係」に示す事項については，例

えば，次のような算数的活動を通して指導するものとする。

エ 身の回りから，比例の関係にある二つの数量を見付けたり，比例の関係を用いて問題を解決し

たりする活動

〔用語・記号〕 ：

【「Ｄ 数量関係」の評価規準に盛り込むべき事項】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

比，比例，平均の性質 数量の関係の特徴を， 文字を用いて式に表し 比，比例や反比例の関係，

や関係などに着目して 式，表，グラフを用い たり，起こり得る場合 資料の平均，度数分布を

考察処理したり，論理 て調べることなどを通 を調べたりするなどの 表す表やグラフについて

的に考えたりすること して，日常の事象につ 技能を身に付けてい 理解している。

の楽しさやよさに気付 いて論理的に考え表現 る。

き，進んで生活や学習 したり，そのことを基

に活用しようとしてい に発展的，統合的に考

る。 えたりしている。

【「Ｄ 数量関係」の評価規準の設定例】

算数への 数量や図形についての 数量や図形についての
数学的な考え方

関心・意欲・態度 技能 知識・理解

・身の回りから，比を ・比を割合と関連付け ・二つの数量の関係を ・比について理解してい
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見付けようとしてい て考えている。 調べ，比で表すこと る。

る。 ができる。

・二つの数量を共通の

基準を用いて比較す

るという比のよさに

気付き，進んで生活

や学習に活用しよう

としている。

・身の回りの伴って変 ・比例の関係という観 ・比例の関係にある二 ・比例の関係について理

わる二つの数量の中 点から，伴って変わ つの数量の関係を， 解している。

から比例の関係にあ る二つの数量の関係 式，表，グラフに表 ・反比例の関係について

るものを見付けよう について考えてい すことができる。 理解している。

としている。 る。

・比例の関係を用い ・式，表，グラフを用

て，問題を解決しよ いて，比例の関係の

うとしている。 特徴を調べている。

・簡潔に表すことがで ・文字には整数だけで ・数量を表す言葉や ・数量を表す言葉や□，

きるなど，a，x な なく，小数や分数も □，△などの代わり △などの代わりに，a，x
どの文字を用いて式 当てはめることがで に，a，x などの文 などの文字を用いて式

に表すことのよさに きることを用いて数 字を用いて式に表し に表すことを理解して

気付き，用いようと の範囲を拡張して考 たり，文字に数を当 いる。

している。 えている。 てはめて調べたりす

ることができる。

・集団の特徴を表す値 ・資料の平均や散らば ・資料の平均や散らば ・資料の平均について理

として平均を用いる りを用いて集団の特 りを調べ，数直線や 解している。

よさに気付き，身の 徴を考えている。 グラフなどに表現す ・平均が同じでも，資料

回りにある事柄につ ることができる。 の散らばりによって資

いて統計的に考えよ ・集団の特徴を表す値 料の特徴が異なる場合

うとしている。 として平均を用いる があることを理解して

ことができる。 いる。

・度数分布を表す表や ・度数分布を表す表やグ

グラフをかいたり読 ラフは，資料全体の分

み取ったりすること 布の様子や特徴を分か

ができる。 りやすくするために用

いることを理解してい

る。

・具体的な事柄に即し ・具体的な事柄を整理 ・具体的な事柄につい ・起こり得る場合を落ち

て，図，表などを用 する際，落ちや重な て，落ちや重なりが や重なりがないように

いて表すなどの工夫 りがないように，図 ないように，起こり 調べるには，ある観点

をしながら，落ちや や表を適切に用いた 得る場合を順序よく に着目したり，図や表

重なりがないよう り，名前を記号化し 整理して調べること などにかき表したりす

に，順序よく調べて て端的に表したりし ができる。 るとよいことを理解し

いこうとしている。 て，順序よく筋道立 ている。

てて考えている。
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